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P2-5 わたしと子どもの未来を考える
　　　　　～国民年金特集～
P12-13 ＲＯＡＤ～輝く人たち 特別編～

今月のラインアップ

市 の 人 口
人 口 114,017人 (＋8人)

男 55,590人 (－7人)

女 58,427人 (＋15人)

世帯数 48,476世帯 (＋4)

平成29年6月末現在
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国際交流課で、外国人への対応や広報業務、子ども
たちと本の読み聞かせ等をしているジェレミー・エッ
クスタインさん。そのジェレミーさんの家族が来沖し、
「国際交流員の家族と話そう！」がハーモニーセンター
で開催されました。

会場では、ジェレミーさんが通訳をしながら家族を
紹介し、家族団らんの写真を交えてアメリカでの生活
を伝えました。会場にいた大人子どもは「すごーい！」
と、異国の雰囲気に憧れていました。最後の質問タイ
ムでも、学校生活についてやジェレミーさんの家族の
仕事についてなどの質問がされ、盛んな交流が行われ
ました。

地震や風水害などが起こったとき、市民の安全に
努められるよう FM21 株式会社と「浦添市防災情報
通信設備の設置及び維持管理に関する協定書」を結び
ました。

この協定は防災のための通信機器を設置し、緊急
の場合は通常の放送中であっても、防災情報を優先し
て流すというもので、市役所からも直接情報発信する
ことが可能になります。

市は緊急防災情報の発信をできるようにすること
で、災害時に市民が必要とする防災情報を新たな手段
で素早く届けます。

第31回「浦添市少年の主張大会」がハーモニーセン
ターで行われました。市内各中学校代表 10 人が真っ
直ぐな目でそれぞれの主張を力強く述べ、会場の人た
ちはうなずきながら熱心に聞き入っていました。
「世界を平等に考える力」を発表した松
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（港川中２年）さんが優秀賞に選ばれまし
た。松田さんは「自分たちで考え他人を尊重できる力
を持っていてほしいという思いを込めて発表した。今
度も最優秀賞を狙っていきたい」と意気込みを語りま
した。３人は９月８日に行われる第 32 回「沖縄県少
年の主張・那覇地区大会」へ出場します。

「平成 29 年度浦添市中学生海外短期留学生派遣事
業」に選ばれた中学生を激励するための結団式が、市
役所 9 階で行われました。学校関係者や保護者が見
守る中、「浦添市の代表として、しっかりと地元の良
さを現地の人に伝え、そして学んできてください」と
市長や教育長が激励しました。中学生もそれに応え、
それぞれしっかりと決意表明しました。

神森中学校 2 年生の知念由喜乃さんは「現地の人
や子どもたちとスキンシップをとりながら、いっぱい
写真を撮り、料理をふるまったりと、やりたいことと
学びたいことがたくさんあります」と、留学をとても
楽しみにしている様子でした。

「屋富祖地区学習等供用施設」が新しく生まれ変わ
り、その落成式が 7月 7日に行われました。

昭和 50 年から平成 28 年まで 40 年以上にわたっ
て、地域住民の生活を支えてきた前施設は、老朽化に
よって塗装の剥離や雨漏りなどが発生しました。そこ
で沖縄防衛局の補助金を活用して、平成 28 年に改築
工事が着工し、今年の 4月 25 日に完成しました。

屋富祖自治会長の松田勝夫さんは緊張しながらも
「周りの皆様から大きな協力をいただき、本当にうれ
しいです。大事に使っていきたいです」と満面の笑顔
で挨拶しました。

7 月 10 日は指笛の日です。それにちなんで、浦添
市役所 1 階ロビーで「指笛王国おきなわ」による指
笛演奏会が今年も行われました。

総勢15人で行われた演奏会では合計9曲を披露し
ました。ソロ演奏や盲導犬も参加しての演奏、全盲の
国吉政淳さんのパフォーマンスもあり、響き渡る美し
い音色にその場にいた市民は釘づけでした。

毎年、指笛の日を記念として市役所で行われる指
笛演奏会にあなたも来年市役所に足を運び、ご覧にな
ってみませんか。

浦添市西海岸に2019年オープン予定の県内最大級
ショッピングセンターの起工式が執り行われました。

式には、株式会社サンエーや株式会社パルコ関係者
他、設計・管理・施工業者の関係者らが参列し、計画
通りの安心・安全な起工・竣工を祈願しました。株式
会社サンエーの上地社長は「地元のお客様に新しさや
豊かさを届けたい」と述べ、県内初進出となる株式会
社パルコの牧山社長は「2年間待ち遠しいと思えるよ
うな事業にしていきたい」と述べました。

このショッピングセンターはユナイテッド・シネマ
の進出と共にすでに新たな浦添市のスポットとして大
きな注目を集めています。

7/9（日）

7/18（火）防災情報を素早くお届け 7/6（木）海外にはばたく中学生たち

7/7（金）新しい屋富祖の歴史が始まる 7/3（月）熱い思いを自分の声で

7/10（月）さわやかな音色が響く 7/6（木）西海岸で大型施設の建設始まる

国際交流員ジェレミーの家族と
その生活を紹介
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浦添市長

　

ジェレミー・エックスタインJeremy Eckstein2015年8月から国際交流員として、
浦添市役所国際交流課に配置される。

米国フィラデルフィア出身原文・和訳：ジェレミー・エックス

●日頃の子どもの写真を郵送または画像データをメールで毎月月末までに送付してください。
　窓口へ直接提出も可。集合写真は不可。
※被写体の子どもの氏名（ふりがな）・年齢（０か月,１歳など）・居住地区（安波茶・伊祖など）
　一言コメントの記入を忘れずに !

「てだっ子STUDIO」写真募集
〒901-2501　浦添市安波茶1－1－1
浦 添 市 役 所 　 国 際 交 流 課
☎（876）1234（内線2613・2614）
E-mail：kokusai@city.urasoe.lg.jp
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皆さん、こんにちは！猛暑が続いておりますが、いかがお過ごし
でしょうか？今回は私の出身地であるフィラデルフィア市の名物と
名所を紹介したいと思います。歴史あふれる建物や有名どころもあ
り、おいしいものもあります！それでは、いってみましょう！

1.The Reading Terminal Market （レディング・ターミナル・マー
ケット）。アメリカで一番古い農産物などの野外市場であるレディン
グ・ターミナル・マーケットには、80 以上のユニークなお店や食品
ベンダーが常にいます。様々な美味しい食事が食べられ、普通のお
店で売っていない材料を手に入れられます。

2.The Liberty Bell （自由の鐘）。ヒビ（割れ目）があることで
有名ですが、自由のシンボルの一つとして愛されている自由の鐘が
1753 年に作られ、州議事党に設置されました。現在、独立記念
館の向こう側の「自由の鐘館」で見られます。

3.The Please Touch Museum （プリーズ・タッチ博物館）。学
習意欲が高い小さい子供のために作られた博物館であり、館内に
展示されているものや展覧会などを全部手で触れることが出来ます。

4.Cheesesteak Sandwich（チーズステーキ）。去年の 11 月号
で紹介した、フィラデルフィアのチーズステーキです！下に写真を載
せていますが、これがとても有名な食べ物です。

5.The Eastern State Penitentiary （イースタン州立刑務所）。
かつて、悪名高いギャングスターのアル・カポネが市の中心にある
イースタン州立刑務所の大きく浮き上がってある壁で閉じ込まれま
した。現在、使われなくなったイースタン州立刑務所を博物館みた
いにツアーしたり、自由に入ったり出たりすることが出来ます。

皆さん、私が紹介した有名なところの中で、一番行きたいのはど
れですか？または、「とりあえずチーズ
ステーキを食べてみたい」と思いまし
たか？フィラデルフィア市には、これ以
上の有名なところが沢山ありますので、
フィラデルフィア市に行く時に、市内を
いっぱい回って楽しんでください！

Hello everyone! It seems like every day this month the sun has 
been piercingly hot – the Okinawan summer is tough, but it can be 
fun too! How have you been spending your summer? This month, 
I would like to tell you a little bit about some of the famous places 
and things that are in my hometown of Philadelphia. There is a 
plethora of famous buildings and places, brimming with history, in 
addition to some more tasty famous things. Let’s dive right in!

1.The Reading Terminal Market. Within America’s oldest 
farmer’s market are over 80 different and unique vendors and 
stores. In the market, you can do things like fi ll up on delicious 
foods, or just go shopping (here you’ll fi nd ingredients and 
materials that aren’t on the shelves of your local grocery store!)

2.The Liberty Bell. Known for the famous crack along its side, 
the Liberty Bell, crafted in 1753, is a cherished symbol of freedom 
in the United States. Originally, the bell was placed atop the 
Pennsylvania State Assembly, but can now be seen at the Liberty 
Bell Center across the street.

3.The Please Touch Museum. This museum, built for children 
with a passion for learning, offers them the unique opportunity to 
touch and physically interact with all the exhibits and displays.

4.Cheesesteak Sandwich. Last year in November I wrote an 
article all about the Philadelphia Cheesesteak! The picture to the 
left of this article is of the famous Philadelphia sandwich.

5.The Eastern State Penitentiary. The tall walls of this prison 
that tower over the center of the city once held the infamous 
gangster Al Capone. Now, though the prison is no longer in use as 
a penitentiary, it is the site of a museum which offers guided tours 
through the old building. However, unlike the past, now you may 
come and go as you please!

So, of the 4 places I just mentioned, which one would you like 
to visit the most? Or perhaps you’re thinking, “I just wanna sink 
my teeth into one of those juicy cheesesteaks”? Philadelphia is 
home to many famous places and things far beyond the cursory list 
I have written here, so if you ever fi nd yourself in Philly, take a 
look around and see as much as you can… but most importantly, 
have fun!

有名なフィラデルフィア市 Famous Philadelphia
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源
コ
ー

ド
が
使
え
な
い
場
所
も
多
く
、

そ
の
場
合
は
当
然
電
池
の
準

備
が
必
要
で
す
。
会
場
が
比
較

的
広
い
場
所
で
は
、
後
ろ
の

方
ま
で
聞
こ
え
る
よ
う
に
ラ

ジ
カ
セ
を
複
数
準
備
し
ま
す
。

そ
し
て
予
備
の
カ
ー
ド
や
ス
タ

ン
プ
、
シ
ー
ル
な
ど
の
道
具
と

一
緒
に
、
そ
れ
ら
を
毎
回
会
場

ま
で
運
ぶ
の
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
飽
き
な
い
よ
う
に
と
、
時

に
は
お
菓
子
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
の
お
楽
し
み
を
準
備
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
野
外
会
場
の
場
合

は
お
天
気
も
重
要
で
す
。
雨

で
中
止
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
で
も
楽
し
み
に
や
っ
て

く
る
子
ど
も
た
ち
に
中
止
を

伝
え
る
た
め
に
、
傘
を
さ
し
て

会
場
で
待
っ
て
い
た
の
を
良

く
覚
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
意
外
に
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
だ
っ
た
の
が
、早
起
き
で
す
。

早
朝
の
生
放
送
の
ラ
ジ
オ
を

利
用
す
る
た
め
、
一
分
た
り
と

も
遅
刻
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

ず
、
担
当
日
の
前
の
晩
は
気
に

な
っ
て
な
か
な
か
眠
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
こ
の
よ
う
に
今
日
も

忙
し
い
朝
の
時
間
に
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
裏
方

と
し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

今
度
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参

加
す
る
時
は
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
と
、
き
っ
と
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。

～琉球漆器もあります！市指定文化財～

　本コーナーでは、これまで史跡など屋外の文化財を多く取り上げてきましたが、今回は室内で鑑賞で

きる文化財をご紹介します。

　写真の作品は市指定有形文化財の一つで、天板に龍の文様が施された漆塗りの卓
しょく

（机）です。首里

王府の漆器製作部門であった貝
かい

摺
ずり

奉
ぶ

行
ぎょう

所
しょ

の書類をまとめた『琉
りゅう

球
きゅう

漆
しっ

器
き

考
こう

』に掲載されている図案と

酷似していることから、奉行所で製作されたと考えられています。この作品の特徴は、ぱっと目を引く

貝の輝きや鮮やかな朱色もさることながら、なんといっても長さ約180 ㎝という堂々たる大きさと、脚

のかたちです。四本の指と鋭い爪で玉をがっちりと掴
つか

む脚先は、龍の猛々しい姿を想像させます。また、

長く使いこまれ古色をおびたさまからは市指定文化財

にふさわしい風格が感じられます。

　浦添市には、このような琉球漆器の有形文化財が県

指定・市指定あわせて44件もあるのです。現在、浦添

市美術館常設展示室にて写真の作品を含む8件の市指

定文化財がご覧になれます（9月10日まで）。夏本番、

暑い日が続いていますが、陽ざしを避けて涼みながら

漆器鑑賞を楽しんでみてはいかがでしょうか？ 朱
しゅ

黒
くろ

漆
うるし

雲
うん

龍
りゅう

沈
ちん

金
きん

螺
ら

鈿
でん

卓
しょく

　浦添市美術館所蔵

市長とゆんたくランチのお知らせ

日時：8月29日（火）正午～午後1 時
場所：市役所９階展望ロビー
※お弁当と飲物は各自でご準備ください。

Cheesesteak（チーズステーキ）▲
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7
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）
1
2
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4
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内
線
2
5
6
3
）

浦添市長

　

ジェレミー・エックスタインJeremy Eckstein2015年8月から国際交流員として、
浦添市役所国際交流課に配置される。

米国フィラデルフィア出身原文・和訳：ジェレミー・エックス

●日頃の子どもの写真を郵送または画像データをメールで毎月月末までに送付してください。
　窓口へ直接提出も可。集合写真は不可。
※被写体の子どもの氏名（ふりがな）・年齢（０か月,１歳など）・居住地区（安波茶・伊祖など）
　一言コメントの記入を忘れずに !

「てだっ子STUDIO」写真募集
〒901-2501　浦添市安波茶1－1－1
浦 添 市 役 所 　 国 際 交 流 課
☎（876）1234（内線2613・2614）
E-mail：kokusai@city.urasoe.lg.jp

29

島
しま

袋
ぶくろ

 陽
は

光
る

ちゃん（1 歳） 沢岻在 伊佐 海莉ちゃん（1 歳） 伊祖在
　　 奏沙ちゃん（８か月） 

嘉
か

手
で

川
かわ

 杏
あん

ちゃん（２歳） 経塚在

嘉
か

手
で

川
かわ

  橙
とう

也
や

ちゃん・橙
とう

里
り

ちゃん（0 歳） 

う～まく～

です! ウーマクー

娘達♡ ３人仲良し

姉弟♪

皆さん、こんにちは！猛暑が続いておりますが、いかがお過ごし
でしょうか？今回は私の出身地であるフィラデルフィア市の名物と
名所を紹介したいと思います。歴史あふれる建物や有名どころもあ
り、おいしいものもあります！それでは、いってみましょう！

1.The Reading Terminal Market （レディング・ターミナル・マー
ケット）。アメリカで一番古い農産物などの野外市場であるレディン
グ・ターミナル・マーケットには、80 以上のユニークなお店や食品
ベンダーが常にいます。様々な美味しい食事が食べられ、普通のお
店で売っていない材料を手に入れられます。

2.The Liberty Bell （自由の鐘）。ヒビ（割れ目）があることで
有名ですが、自由のシンボルの一つとして愛されている自由の鐘が
1753 年に作られ、州議事党に設置されました。現在、独立記念
館の向こう側の「自由の鐘館」で見られます。

3.The Please Touch Museum （プリーズ・タッチ博物館）。学
習意欲が高い小さい子供のために作られた博物館であり、館内に
展示されているものや展覧会などを全部手で触れることが出来ます。

4.Cheesesteak Sandwich（チーズステーキ）。去年の 11 月号
で紹介した、フィラデルフィアのチーズステーキです！下に写真を載
せていますが、これがとても有名な食べ物です。

5.The Eastern State Penitentiary （イースタン州立刑務所）。
かつて、悪名高いギャングスターのアル・カポネが市の中心にある
イースタン州立刑務所の大きく浮き上がってある壁で閉じ込まれま
した。現在、使われなくなったイースタン州立刑務所を博物館みた
いにツアーしたり、自由に入ったり出たりすることが出来ます。

皆さん、私が紹介した有名なところの中で、一番行きたいのはど
れですか？または、「とりあえずチーズ
ステーキを食べてみたい」と思いまし
たか？フィラデルフィア市には、これ以
上の有名なところが沢山ありますので、
フィラデルフィア市に行く時に、市内を
いっぱい回って楽しんでください！

Hello everyone! It seems like every day this month the sun has 
been piercingly hot – the Okinawan summer is tough, but it can be 
fun too! How have you been spending your summer? This month, 
I would like to tell you a little bit about some of the famous places 
and things that are in my hometown of Philadelphia. There is a 
plethora of famous buildings and places, brimming with history, in 
addition to some more tasty famous things. Let’s dive right in!

1.The Reading Terminal Market. Within America’s oldest 
farmer’s market are over 80 different and unique vendors and 
stores. In the market, you can do things like fi ll up on delicious 
foods, or just go shopping (here you’ll fi nd ingredients and 
materials that aren’t on the shelves of your local grocery store!)

2.The Liberty Bell. Known for the famous crack along its side, 
the Liberty Bell, crafted in 1753, is a cherished symbol of freedom 
in the United States. Originally, the bell was placed atop the 
Pennsylvania State Assembly, but can now be seen at the Liberty 
Bell Center across the street.

3.The Please Touch Museum. This museum, built for children 
with a passion for learning, offers them the unique opportunity to 
touch and physically interact with all the exhibits and displays.

4.Cheesesteak Sandwich. Last year in November I wrote an 
article all about the Philadelphia Cheesesteak! The picture to the 
left of this article is of the famous Philadelphia sandwich.

5.The Eastern State Penitentiary. The tall walls of this prison 
that tower over the center of the city once held the infamous 
gangster Al Capone. Now, though the prison is no longer in use as 
a penitentiary, it is the site of a museum which offers guided tours 
through the old building. However, unlike the past, now you may 
come and go as you please!

So, of the 4 places I just mentioned, which one would you like 
to visit the most? Or perhaps you’re thinking, “I just wanna sink 
my teeth into one of those juicy cheesesteaks”? Philadelphia is 
home to many famous places and things far beyond the cursory list 
I have written here, so if you ever fi nd yourself in Philly, take a 
look around and see as much as you can… but most importantly, 
have fun!

有名なフィラデルフィア市 Famous Philadelphia

「
あ
ー
夏
休
み
♪
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　子
ど
も
た
ち
は
今
、
夏
休
み

真
っ
最
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。
日
本
の
夏
の
朝
の

風
景
の
一
つ
に
、
公
園
や
公
民

館
な
ど
街
の
あ
ち
こ
ち
で
行

わ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
が

あ
り
ま
す
。
誰
も
が
あ
の
ス
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プ
カ
ー
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を
持
っ
て
、
寝
ぼ

け
ま
な
こ
で
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ジ
オ
体
操
の

会
場
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か
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記
憶
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る
と
思
い
ま
す
が
、
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も
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、
ラ
ジ
オ
体
操
始
ま
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！
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ど
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。

　よ
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え
て
み
る
と
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
の
活
動
が
行
わ
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て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

が
そ
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を
再
認
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し
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の
は
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子
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小
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活
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か
け
で
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。
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入
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自
宅
近
く
の
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園
で

の
ラ
ジ
オ
体
操
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れ
た
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に
、
準
備
の
大
変
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し
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で
す
。

　一
般
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に
多
く
の
会
場
で

は
朝
の
６
時
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分
の
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を
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し
ま
す
。
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で
、
大
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出
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い
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そ
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準
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必
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で
す
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比
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的
広
い
場
所
で
は
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後
ろ
の

方
ま
で
聞
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え
る
よ
う
に
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準
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ま
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そ
し
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予
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の
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運
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菓
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。

　ま
た
、
野
外
会
場
の
場
合

は
お
天
気
も
重
要
で
す
。
雨

で
中
止
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
で
も
楽
し
み
に
や
っ
て

く
る
子
ど
も
た
ち
に
中
止
を
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え
る
た
め
に
、
傘
を
さ
し
て

会
場
で
待
っ
て
い
た
の
を
良

く
覚
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
意
外
に
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
だ
っ
た
の
が
、早
起
き
で
す
。

早
朝
の
生
放
送
の
ラ
ジ
オ
を

利
用
す
る
た
め
、
一
分
た
り
と

も
遅
刻
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

ず
、
担
当
日
の
前
の
晩
は
気
に

な
っ
て
な
か
な
か
眠
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　さ
て
、
こ
の
よ
う
に
今
日
も

忙
し
い
朝
の
時
間
に
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
が
裏
方

と
し
て
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

今
度
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参

加
す
る
時
は
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
と
、
き
っ
と
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。

～琉球漆器もあります！市指定文化財～

　本コーナーでは、これまで史跡など屋外の文化財を多く取り上げてきましたが、今回は室内で鑑賞で

きる文化財をご紹介します。

　写真の作品は市指定有形文化財の一つで、天板に龍の文様が施された漆塗りの卓
しょく

（机）です。首里

王府の漆器製作部門であった貝
かい

摺
ずり

奉
ぶ

行
ぎょう

所
しょ

の書類をまとめた『琉
りゅう

球
きゅう

漆
しっ

器
き

考
こう

』に掲載されている図案と

酷似していることから、奉行所で製作されたと考えられています。この作品の特徴は、ぱっと目を引く

貝の輝きや鮮やかな朱色もさることながら、なんといっても長さ約180 ㎝という堂々たる大きさと、脚

のかたちです。四本の指と鋭い爪で玉をがっちりと掴
つか

む脚先は、龍の猛々しい姿を想像させます。また、

長く使いこまれ古色をおびたさまからは市指定文化財

にふさわしい風格が感じられます。

　浦添市には、このような琉球漆器の有形文化財が県

指定・市指定あわせて44件もあるのです。現在、浦添

市美術館常設展示室にて写真の作品を含む8件の市指

定文化財がご覧になれます（9月10日まで）。夏本番、

暑い日が続いていますが、陽ざしを避けて涼みながら

漆器鑑賞を楽しんでみてはいかがでしょうか？ 朱
しゅ

黒
くろ

漆
うるし

雲
うん

龍
りゅう

沈
ちん

金
きん

螺
ら

鈿
でん

卓
しょく

　浦添市美術館所蔵

市長とゆんたくランチのお知らせ

日時：8月29日（火）正午～午後1 時
場所：市役所９階展望ロビー
※お弁当と飲物は各自でご準備ください。

Cheesesteak（チーズステーキ）▲
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児童センター

Information

午前10時
～午後６時

※夜間開放もしています。
※行事などの詳細について

は直接各児童センターへ
問い合わせください。

保育課 わんぱく係
（内線：3624）

開 館 日

開館時間

月～土曜

浦
添
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

（
市
共
催
）

　利
用
者
団
体
連
絡
協
議
会
主
催

（
パ
ネ
ル
展
示
、
舞
台
発
表
な
ど
）

日
時

　８
月
26
日
（
土
）
午
前
10

時
15
分
～
午
後
３
時

講
演
会

　（
市
女
団
協
主
催
）

「
沖
縄
の
し
き
た
り
歳
時
記
」

講
師

　稲
福

　政
斉
氏
（
沖
縄
国

際
大
学
非
常
勤
講
師
）

講
演
時
間

　午
前
10
時
30
分
～
正
午

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）０
１
０
５

■
救
急
法
講
習
会
（
普
通
Ⅰ
）

「
助
け
た
い

　
　思
い
を
ワ
ザ
に

　救
急
法
」

　成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
、
止
血
法
、
異
物
除

去
な
ど
。

日
時

　８
月
19
日
（
土
）
午
後
１

時
～
午
後
４
時

場
所

　消
防
本
部

　２
階
講
堂

定
員

　30
人
（
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
優
先
）

申
し
込
み

　８
月
18
日
（
金
）
ま
で
。

■
第
10
回
て
だ
こ
キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
フ
ェ
ス
タ

　消
防
士
と
一
緒
に
消
防
車
を
目

の
前
で
見
て
、
消
防
士
の
仕
事
・

訓
練
を
実
際
に
体
験
し
よ
う
！

体
験
内
容

　は
し
ご
車
試
乗
体
験

（
小
学
生
の
み
）・
放
水
体
験
・
ミ

ニ
消
防
車
乗
車
体
験
・
救
助
訓
練

体
験
・
車
両
展
示
な
ど

日
時

　９
月
24
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時
（
受
付
開
始
午
前

９
時
30
分
）

場
所

　浦
添
消
防
署

駐
車
場

　浦
添
市
役
所
裏
側
駐
車

場
・
水
道
局
側
駐
車
場

　※
消
防

署
に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
市
役

所
庁
舎
裏
側
駐
車
場
付
近
よ
り
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
消
防
署
ま
で
送

迎
あ
り
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
以
下
の
親
子

　応
募
先
着
２
０

０
人
ま
で
。

※
必
ず
保
護
者
同
伴

申
し
込
み

　９
月
１
日
か
ら
市
内

消
防
署
・
出
張
所
で
（
午
前
９
時

～
午
後
５
時
ま
で
）
申
込
書
類
に

記
入
。

※
水
筒
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
ベ
ジ
フ
ェ
ス
3
5
0

　
　～

3
5
0
っ
て
な
あ
に
？
～

　楽
し
み
な
が
ら
野
菜
を
食
べ
る

大
切
さ
を
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　こ
の
機
会
に
、「
野
菜
3
5
0
g
」

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
家

族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　８
月
20
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
２
時

内
容

①
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

②
親
子
料
理
教
室
（
野
菜
が
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

作
り
）

（
予
約
期
間
）
８
月
１
日
～
10
日

（
定
員
）
小
学
生
低
学
年
と
そ
の
保

護
者
30
組

③
J
A
野
菜
即
売
会
（
夏
野
菜
な

ど
、
新
鮮
野
菜
の
販
売
）
※
売
り

切
れ
次
第
終
了

④
桑
製
品
紹
介

⑤
こ
ど
も
保
健
師
体
験

⑥
体
組
成
測
定
、
血
圧
測
定
、
健

康
相
談
な
ど

⑦
食
育
・
健
康
パ
ネ
ル
展

※
実
施
内
容
の
変
更
や
台
風
時
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　食
事
と
妊
婦
健
診
結
果
の
関
連
・

食
事
の
選
び
方
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
妊
婦
体
験

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
赤
ち
ゃ
ん
人
形
抱
っ

こ
体
験
な
ど
。

対
象

　妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
（
市
内
在
住
の
人
）

日
時

　９
月
24
日
（
日
）
午
前
９

時
～
正
午

申
し
込
み

　８
月
24
日
（
木
）
～

９
月
21
日
（
木
）

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル（
離
乳
食
教
室
）

　離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
・
実

演
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）

日
時

　８
月
25
日
（
金
）
午
後
１

時
～
午
後
３
時
30
分

対
象

　市
内
在
住
で
４
～
８
か
月

の
乳
児
を
持
つ
保
護
者

申
し
込
み

　８
月
22
日
（
火
）
ま
で
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

【
乳
児
健
診
】

日
程

　８
月
６
日
（
日
）、
８
月
27

日
（
日
）

受
付
時
間

　▼
前
期
（
３
～
４
か
月

児
）
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

　

▼
後
期
（
９
～
10
か
月
児
）

　午
前

９
時
～
午
前
10
時
30
分

【
１
歳
６
か
月
児
健
診
】

日
程

　８
月
３
日
（
木
）、
８
月
10

日
（
木
）、
８
月
24
日
（
木
）、
８

月
31
日
（
木
）

受
付
時
間

　午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
15
分

講
師

　M
i
c
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク

　宮
城

　英
生
氏
（
歯
科

医
師
）

　浦
添
市
健
康
づ
く
り
課

　

 

崎
原

　和
子
氏
（
管
理
栄
養
士
）

対
象

　妊
婦
さ
ん
、
０
～
３
歳
の

お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

日
時

　８
月
17
日
（
木
）

　午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

受
付
時
間

　午
後
１
時
か
ら
。

浦
添
市
美
術
館

☎
（
８
７
９
）
３
２
１
９

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日

開
館
時
間

：

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
（
入
館
は

午
後
６
時
30
分
ま
で
）

■
岩
合
光
昭

　写
真
展
『
ね
こ
』

　動
物
写
真
家
・
岩
合
光
昭
氏
が

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
撮
り
続
け

て
い
る
ネ
コ
た
ち
の
写
真
展
。

期
間

　９
月
３
日
（
日
）
ま
で 

午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

観
覧
料

　一
般
８
０
０
円
（
団
体

６
５
０
円
）
／
小
中
高
４
０
０
円

（
団
体
３
０
０
円
）

■
紅
型
筒
描
き
教
室

　紅
型
の
筒
描
き
と
い
う
技
法
を

用
い
て
、
ス
ト
ー
ル
に
自
分
だ
け

の
柄
を
染
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

日
時

　８
月
26
日
・
９
月
２
日
・

９
日
・
16
日
・
30
日

　各
回
土
曜
日

全
５
回

　午
後
２
時
～
午
後
４
時

講
師

　崎
枝

　由
美
子
氏
（
紅
型

作
家
）

定
員

　10
人
（
全
５
回
出
席
・
完

成
品
を
発
表
展
へ
出
品
で
き
る
人
）

費
用

　５
千
円

申
し
込
み

　８
月
13
日
（
日
）
ま
で
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
市
内
在
住
、
在
勤
、

未
経
験
者
優
先
。
当
選
者
の
み
電

話
連
絡
し
ま
す
。

浦
添
市
立
図
書
館

☎
（
８
７
６
）
４
９
４
６

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、
11
日
（
金
）

■
お
は
な
し
の
部
屋

　「
お
は
な
し
の
木
の
会
」
に
よ
る

語
り
聞
か
せ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

内
容

　な
つ
の
お
は
な
し

日
時

　８
月
12
日
（
土
）
午
前
11

時
30
分
～
正
午

対
象

　４
歳
以
上

■
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
上
映
会

※
英
語
音
声
・
日
本
語
字
幕
付
き

日
に
ち

　８
月
13
日
（
日
）

①
ア
メ
リ
カ
シ
ネ
マ
上
映
会

『Coach Carter

』
午
前
10
時
〜

（
１
３
６
分
）

②
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
上
映
会

『Pete's D
ragon

』
午
後
２
時
〜

（
１
０
２
分
）

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

ス
ペ
シ
ャ
ル

　ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
司
書
に
よ
る

お
は
な
し
会

内
容

　ア
メ
リ
カ
の
な
つ
の
お
は
な
し 

日
時

　８
月
20
日
（
日
）
午
前
11

時
30
分
～
正
午

■
や
さ
し
い
本
か
ら
読
み
始
め
る

英
語
多
読

日
時

　９
月
３
日
（
日
）
午
前
11

時
～
正
午

対
象

　英
語
学
習
に
興
味
の
あ
る

人
（
中
学
生
く
ら
い
の
英
語
力
）

定
員

　20
人
（
先
着
順
）

講
師

　新
川

　智
清
氏
（
元
沖
縄

工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

※
全
講
座
手
話
通
訳
有
り

※
申
込
方
法 

電
話
・
F
A
X
・
窓
口

■
夏
休
み
！
自
由
研
究
大
作
戦
！！

　「
点
字
と
は
何
ぞ
や

！？

」

　身
近
に
あ
る
様
々
な
点
字
の
歴

史
・
作
成
の
方
法
を
学
び
、
自
分

だ
け
の
点
字
シ
ー
ル
を
作
る
。

日
時

　8
月
23
日
（
水
）
午
後
2

時
～
午
後
4
時

場
所

　中
央
公
民
館

講
師  

内
間

　啓
子
氏
（
点
訳
サ
ー

ク
ル

　ホ
ル
ト
の
会
）

対
象

　小
中
学
生

費
用

　無
料

　
　
　

定
員

　20
人
程
度

■
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
デ
ジ
カ
メ
講
座

（
全
４
回
）

　デ
ジ
カ
メ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作

や
構
図
の
取
り
方
を
学
ぶ
。

日
時

　９
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日

　毎
週
水
曜
日

　午
前
10
時

～
正
午

参
加
費

　4
3
2
円（
写
真
現
像
代
）

場
所

　中
央
公
民
館
（
視
聴
覚
室
）

講
師

　ジ
ャ
ン

　松
元
氏

対
象

　デ
ジ
カ
メ
操
作
初
心
者

持
ち
物

　デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

定
員

　15
人

■
夏
休
み
！
造
形
あ
そ
び
３

「
紙
パ
ッ
ク
で
作
る
小
物
入
れ
」

内
容

　牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

紙
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
小
物
入
れ
を

作
る
。

講
師

　桃
原

　章
子
氏

（le
 c

o
c
o

n

”ル
・
コ
コ
ン
“
代
表
）

日
時

　8
月
22
日
（
火
）
午
前
10

時
～
正
午

場
所

　中
央
公
民
館 

分
館
（
牧
港

在
国
道
３
３
０
号
沿
い
）

対
象

　保
護
者
と
そ
の
子
ど
も
（
５

才
児
～
）

費
用

　１
組

　３
０
０
円

定
員

　10
組

持
ち
物

　牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

が
入
っ
て
い
た
大
箱
サ
イ
ズ
の
紙

パ
ッ
ク
２
～
３
箱
（
※
切
り
開
か

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
（
８
６
１
）
３
１
９
６

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、

11
日
（
金
）
山
の
日

■
夏
休
み
の
自
由
研
究
！
も
う
終

わ
っ
た
!?

①
ス
テ
キ
に
変
身
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

バ
ッ
グ
の
玉
ね
ぎ
染
め
」

日
時

　８
月
９
日
（
水
）
午
前
10

時
～
正
午

参
加
費

　２
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　白
い
綿
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

綿
の
バ
ッ
グ

定
員

　15
人

②
エ
コ
な
ク
ッ
キ
ン
グ
「
親
子
で

こ
だ
わ
り
グ
ラ
ノ
ー
ラ
作
り
」

日
時

　８
月
12
日
（
土
）
午
前
10

【
３
歳
児
健
診
】

日
程

　８
月
２
日
（
水
）、
８
月
９

日
（
水
）、
８
月
23
日
（
水
）、
８

月
30
日
（
水
）

受
付
時
間

　午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
15
分 

■
２
歳
児
歯
科
健
診
事
業

【
健
診
の
内
容
】

　歯
の
診
察
、
フ
ッ
素
塗
布
、
歯

磨
き
の
仕
方
・
保
健
指
導

対
象

　２
歳
～
３
歳
未
満
（
３
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で
）
の
子

場
所

　浦
添
市
と
契
約
し
て
い
る

歯
科
医
療
機
関
（
通
知
書
に
リ
ス

ト
同
封
）

費
用

　自
己
負
担
無
料（
公
費
負
担
）

■
平
成
29
年
度 

第
１
回
親
子
で

歯
っ
ぴ
ー
講
座

　お
口
の
健
康
・
む
し
歯
予
防
の

た
め
の
健
康
講
座
で
す
。

時
～
午
後
1
時

参
加
費

　３
６
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

お
手
拭
き

定
員

　10
人

③
木
切
れ
端
の
活
用
「
木
っ
端
で

ト
ン
カ
チ
」

日
時

　８
月
19
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時

参
加
費

　３
６
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　特
に
な
し

定
員

　10
人

④
布
の
リ
フ
ォ
ー
ム
「
足
に
優
し

い
布
ぞ
う
り
作
り
」

日
時

　８
月
20
日
（
日
）
正
午
～

午
後
４
時

参
加
費

　３
６
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　よ
く
切
れ
る
ハ
サ
ミ
・

古
Ｔ
シ
ャ
ツ
４
～
５
枚

定
員

　10
人

⑤
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム「
バ
ッ
グ
作
り
」

日
時

　８
月
23
日
（
水
）
正
午
～

午
後
４
時

参
加
費

　１
０
６
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　帯
・
裁
縫
セ
ッ
ト
・
ミ

シ
ン

定
員

　10
人

※
講
座
の
受
付
は
、８
月
１
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
。
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児童センター

Information

午前10時
～午後６時

※夜間開放もしています。
※行事などの詳細について

は直接各児童センターへ
問い合わせください。

保育課 わんぱく係
（内線：3624）

開 館 日

開館時間

月～土曜

浦
添
市
男
女
共
同
参
画
推
進

ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー

☎（
8
7
4
）5
7
1
1

■
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

（
市
共
催
）

　利
用
者
団
体
連
絡
協
議
会
主
催

（
パ
ネ
ル
展
示
、
舞
台
発
表
な
ど
）

日
時

　８
月
26
日
（
土
）
午
前
10

時
15
分
～
午
後
３
時

講
演
会

　（
市
女
団
協
主
催
）

「
沖
縄
の
し
き
た
り
歳
時
記
」

講
師

　稲
福

　政
斉
氏
（
沖
縄
国

際
大
学
非
常
勤
講
師
）

講
演
時
間

　午
前
10
時
30
分
～
正
午

浦
添
市
消
防
本
部

☎（
８
７
５
）０
１
０
５

■
救
急
法
講
習
会
（
普
通
Ⅰ
）

「
助
け
た
い

　
　思
い
を
ワ
ザ
に

　救
急
法
」

　成
人
に
行
う
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
、
止
血
法
、
異
物
除

去
な
ど
。

日
時

　８
月
19
日
（
土
）
午
後
１

時
～
午
後
４
時

場
所

　消
防
本
部

　２
階
講
堂

定
員

　30
人
（
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
優
先
）

申
し
込
み

　８
月
18
日
（
金
）
ま
で
。

■
第
10
回
て
だ
こ
キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
フ
ェ
ス
タ

　消
防
士
と
一
緒
に
消
防
車
を
目

の
前
で
見
て
、
消
防
士
の
仕
事
・

訓
練
を
実
際
に
体
験
し
よ
う
！

体
験
内
容

　は
し
ご
車
試
乗
体
験

（
小
学
生
の
み
）・
放
水
体
験
・
ミ

ニ
消
防
車
乗
車
体
験
・
救
助
訓
練

体
験
・
車
両
展
示
な
ど

日
時

　９
月
24
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時
（
受
付
開
始
午
前

９
時
30
分
）

場
所

　浦
添
消
防
署

駐
車
場

　浦
添
市
役
所
裏
側
駐
車

場
・
水
道
局
側
駐
車
場

　※
消
防

署
に
は
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
市
役

所
庁
舎
裏
側
駐
車
場
付
近
よ
り
、

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
消
防
署
ま
で
送

迎
あ
り
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
・
在
学
の
小
学

生
以
下
の
親
子

　応
募
先
着
２
０

０
人
ま
で
。

※
必
ず
保
護
者
同
伴

申
し
込
み

　９
月
１
日
か
ら
市
内

消
防
署
・
出
張
所
で
（
午
前
９
時

～
午
後
５
時
ま
で
）
申
込
書
類
に

記
入
。

※
水
筒
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
８
７
５
）２
１
０
０

■
ベ
ジ
フ
ェ
ス
3
5
0

　
　～

3
5
0
っ
て
な
あ
に
？
～

　楽
し
み
な
が
ら
野
菜
を
食
べ
る

大
切
さ
を
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　こ
の
機
会
に
、「
野
菜
3
5
0
g
」

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
家

族
、
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

　８
月
20
日
（
日
）
午
前
10

時
～
午
後
２
時

内
容

①
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

②
親
子
料
理
教
室
（
野
菜
が
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

作
り
）

（
予
約
期
間
）
８
月
１
日
～
10
日

（
定
員
）
小
学
生
低
学
年
と
そ
の
保

護
者
30
組

③
J
A
野
菜
即
売
会
（
夏
野
菜
な

ど
、
新
鮮
野
菜
の
販
売
）
※
売
り

切
れ
次
第
終
了

④
桑
製
品
紹
介

⑤
こ
ど
も
保
健
師
体
験

⑥
体
組
成
測
定
、
血
圧
測
定
、
健

康
相
談
な
ど

⑦
食
育
・
健
康
パ
ネ
ル
展

※
実
施
内
容
の
変
更
や
台
風
時
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　食
事
と
妊
婦
健
診
結
果
の
関
連
・

食
事
の
選
び
方
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
妊
婦
体
験

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
赤
ち
ゃ
ん
人
形
抱
っ

こ
体
験
な
ど
。

対
象

　妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
（
市
内
在
住
の
人
）

日
時

　９
月
24
日
（
日
）
午
前
９

時
～
正
午

申
し
込
み

　８
月
24
日
（
木
）
～

９
月
21
日
（
木
）

■
ベ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル（
離
乳
食
教
室
）

　離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
・
実

演
・
試
食
（
保
護
者
の
み
）

日
時

　８
月
25
日
（
金
）
午
後
１

時
～
午
後
３
時
30
分

対
象

　市
内
在
住
で
４
～
８
か
月

の
乳
児
を
持
つ
保
護
者

申
し
込
み

　８
月
22
日
（
火
）
ま
で
。

■
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

【
乳
児
健
診
】

日
程

　８
月
６
日
（
日
）、
８
月
27

日
（
日
）

受
付
時
間

　▼
前
期
（
３
～
４
か
月

児
）
午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

　

▼
後
期
（
９
～
10
か
月
児
）

　午
前

９
時
～
午
前
10
時
30
分

【
１
歳
６
か
月
児
健
診
】

日
程

　８
月
３
日
（
木
）、
８
月
10

日
（
木
）、
８
月
24
日
（
木
）、
８

月
31
日
（
木
）

受
付
時
間

　午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
15
分

講
師

　M
i
c
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク

　宮
城

　英
生
氏
（
歯
科

医
師
）

　浦
添
市
健
康
づ
く
り
課

　

 
崎
原

　和
子
氏
（
管
理
栄
養
士
）

対
象

　妊
婦
さ
ん
、
０
～
３
歳
の

お
子
さ
ん
を
持
つ
保
護
者

日
時

　８
月
17
日
（
木
）

　午
後
１

時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

受
付
時
間

　午
後
１
時
か
ら
。

浦
添
市
美
術
館

☎
（
８
７
９
）
３
２
１
９

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日

開
館
時
間

：

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
（
入
館
は

午
後
６
時
30
分
ま
で
）

■
岩
合
光
昭

　写
真
展
『
ね
こ
』

　動
物
写
真
家
・
岩
合
光
昭
氏
が

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
撮
り
続
け

て
い
る
ネ
コ
た
ち
の
写
真
展
。

期
間

　９
月
３
日
（
日
）
ま
で 

午

前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

観
覧
料

　一
般
８
０
０
円
（
団
体

６
５
０
円
）
／
小
中
高
４
０
０
円

（
団
体
３
０
０
円
）

■
紅
型
筒
描
き
教
室

　紅
型
の
筒
描
き
と
い
う
技
法
を

用
い
て
、
ス
ト
ー
ル
に
自
分
だ
け

の
柄
を
染
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

日
時

　８
月
26
日
・
９
月
２
日
・

９
日
・
16
日
・
30
日

　各
回
土
曜
日

全
５
回

　午
後
２
時
～
午
後
４
時

講
師

　崎
枝

　由
美
子
氏
（
紅
型

作
家
）

定
員

　10
人
（
全
５
回
出
席
・
完

成
品
を
発
表
展
へ
出
品
で
き
る
人
）

費
用

　５
千
円

申
し
込
み

　８
月
13
日
（
日
）
ま
で
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。
市
内
在
住
、
在
勤
、

未
経
験
者
優
先
。
当
選
者
の
み
電

話
連
絡
し
ま
す
。

浦
添
市
立
図
書
館

☎
（
８
７
６
）
４
９
４
６

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、
11
日
（
金
）

■
お
は
な
し
の
部
屋

　「
お
は
な
し
の
木
の
会
」
に
よ
る

語
り
聞
か
せ
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

内
容

　な
つ
の
お
は
な
し

日
時

　８
月
12
日
（
土
）
午
前
11

時
30
分
～
正
午

対
象

　４
歳
以
上

■
ア
メ
リ
カ
情
報
コ
ー
ナ
ー
上
映
会

※
英
語
音
声
・
日
本
語
字
幕
付
き

日
に
ち

　８
月
13
日
（
日
）

①
ア
メ
リ
カ
シ
ネ
マ
上
映
会

『Coach Carter
』
午
前
10
時
〜

（
１
３
６
分
）

②
キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
上
映
会

『Pete's D
ragon

』
午
後
２
時
〜

（
１
０
２
分
）

■
空
と
ぶ
じ
ゅ
う
た
ん
お
は
な
し
会

ス
ペ
シ
ャ
ル

　ア
メ
リ
カ
の
図
書
館
司
書
に
よ
る

お
は
な
し
会

内
容

　ア
メ
リ
カ
の
な
つ
の
お
は
な
し 

日
時

　８
月
20
日
（
日
）
午
前
11

時
30
分
～
正
午

■
や
さ
し
い
本
か
ら
読
み
始
め
る

英
語
多
読

日
時

　９
月
３
日
（
日
）
午
前
11

時
～
正
午

対
象

　英
語
学
習
に
興
味
の
あ
る

人
（
中
学
生
く
ら
い
の
英
語
力
）

定
員

　20
人
（
先
着
順
）

講
師

　新
川

　智
清
氏
（
元
沖
縄

工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）

浦
添
市
立
中
央
公
民
館

☎（
８
７
９
）５
５
０
３

※
全
講
座
手
話
通
訳
有
り

※
申
込
方
法 

電
話
・
F
A
X
・
窓
口

■
夏
休
み
！
自
由
研
究
大
作
戦
！！

　「
点
字
と
は
何
ぞ
や

！？

」

　身
近
に
あ
る
様
々
な
点
字
の
歴

史
・
作
成
の
方
法
を
学
び
、
自
分

だ
け
の
点
字
シ
ー
ル
を
作
る
。

日
時

　8
月
23
日
（
水
）
午
後
2

時
～
午
後
4
時

場
所

　中
央
公
民
館

講
師  

内
間

　啓
子
氏
（
点
訳
サ
ー

ク
ル

　ホ
ル
ト
の
会
）

対
象

　小
中
学
生

費
用

　無
料

　
　
　

定
員

　20
人
程
度

■
プ
ロ
か
ら
学
ぶ
デ
ジ
カ
メ
講
座

（
全
４
回
）

　デ
ジ
カ
メ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作

や
構
図
の
取
り
方
を
学
ぶ
。

日
時

　９
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日

　毎
週
水
曜
日

　午
前
10
時

～
正
午

参
加
費

　4
3
2
円（
写
真
現
像
代
）

場
所

　中
央
公
民
館
（
視
聴
覚
室
）

講
師

　ジ
ャ
ン

　松
元
氏

対
象

　デ
ジ
カ
メ
操
作
初
心
者

持
ち
物

　デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

定
員

　15
人

■
夏
休
み
！
造
形
あ
そ
び
３

「
紙
パ
ッ
ク
で
作
る
小
物
入
れ
」

内
容

　牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

紙
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
小
物
入
れ
を

作
る
。

講
師

　桃
原

　章
子
氏

（le
 c

o
c
o

n

”ル
・
コ
コ
ン
“
代
表
）

日
時

　8
月
22
日
（
火
）
午
前
10

時
～
正
午

場
所

　中
央
公
民
館 

分
館
（
牧
港

在
国
道
３
３
０
号
沿
い
）

対
象

　保
護
者
と
そ
の
子
ど
も
（
５

才
児
～
）

費
用

　１
組

　３
０
０
円

定
員

　10
組

持
ち
物

　牛
乳
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど

が
入
っ
て
い
た
大
箱
サ
イ
ズ
の
紙

パ
ッ
ク
２
～
３
箱
（
※
切
り
開
か

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

浦
添
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
（
８
６
１
）
３
１
９
６

休
館
日

：

毎
週
月
曜
日
、

11
日
（
金
）
山
の
日

■
夏
休
み
の
自
由
研
究
！
も
う
終

わ
っ
た
!?

①
ス
テ
キ
に
変
身
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

バ
ッ
グ
の
玉
ね
ぎ
染
め
」

日
時

　８
月
９
日
（
水
）
午
前
10

時
～
正
午

参
加
費

　２
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　白
い
綿
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

綿
の
バ
ッ
グ

定
員

　15
人

②
エ
コ
な
ク
ッ
キ
ン
グ
「
親
子
で

こ
だ
わ
り
グ
ラ
ノ
ー
ラ
作
り
」

日
時

　８
月
12
日
（
土
）
午
前
10

【
３
歳
児
健
診
】

日
程

　８
月
２
日
（
水
）、
８
月
９

日
（
水
）、
８
月
23
日
（
水
）、
８

月
30
日
（
水
）

受
付
時
間

　午
後
１
時
15
分
～
午

後
２
時
15
分 

■
２
歳
児
歯
科
健
診
事
業

【
健
診
の
内
容
】

　歯
の
診
察
、
フ
ッ
素
塗
布
、
歯

磨
き
の
仕
方
・
保
健
指
導

対
象

　２
歳
～
３
歳
未
満
（
３
歳

の
誕
生
日
前
日
ま
で
）
の
子

場
所

　浦
添
市
と
契
約
し
て
い
る

歯
科
医
療
機
関
（
通
知
書
に
リ
ス

ト
同
封
）

費
用

　自
己
負
担
無
料（
公
費
負
担
）

■
平
成
29
年
度 

第
１
回
親
子
で

歯
っ
ぴ
ー
講
座

　お
口
の
健
康
・
む
し
歯
予
防
の

た
め
の
健
康
講
座
で
す
。

時
～
午
後
1
時

参
加
費

　３
６
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

お
手
拭
き

定
員

　10
人

③
木
切
れ
端
の
活
用
「
木
っ
端
で

ト
ン
カ
チ
」

日
時

　８
月
19
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
１
時

参
加
費

　３
６
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　特
に
な
し

定
員

　10
人

④
布
の
リ
フ
ォ
ー
ム
「
足
に
優
し

い
布
ぞ
う
り
作
り
」

日
時

　８
月
20
日
（
日
）
正
午
～

午
後
４
時

参
加
費

　３
６
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　よ
く
切
れ
る
ハ
サ
ミ
・

古
Ｔ
シ
ャ
ツ
４
～
５
枚

定
員

　10
人

⑤
帯
の
リ
フ
ォ
ー
ム「
バ
ッ
グ
作
り
」

日
時

　８
月
23
日
（
水
）
正
午
～

午
後
４
時

参
加
費

　１
０
６
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物

　帯
・
裁
縫
セ
ッ
ト
・
ミ

シ
ン

定
員

　10
人

※
講
座
の
受
付
は
、８
月
１
日
（
火
）

午
前
９
時
か
ら
。
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映画出演俳優現地を巡り、声を聴き自らを語る

ROAD 輝く人たち 特別編

PROFILE
春日　弘（48）
昭和43年10月16日生まれ。徳島県
出身。学生時代に米国へ留学したこと
をきっかけに、海外で働くことだけを
考えて豪国へ駐在員として赴任。縁あっ
てハリウッド映画への出演を果たし演
じるということに魅せられる。演じる
ことのみならず制作する側としても環
境を整え、一本劇場映画を制作したい
と挑戦意欲は尽きない。座右の銘「意
志あるところに道は通ずる」。出演：『ウ
ルヴァリン：SAMURAI』『不屈の男ア
ンブロークン』『ハクソー・リッジ』

6月24日（土）に公開された映画『ハクソー・リッジ』。
日本公開時に日本に居たいと心に決めていた一人の日本人俳優がいます。
日本兵役として同作に出演した春日弘さん（48）。

春
日
さ
ん
は
、
徳
島
県
出
身
で
現
在
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
在
住
し
俳
優
業
の
傍
ら
旅

行
業
に
も
携
わ
り
、
自
身
で
短
編
映
画
の
制
作

を
手
掛
け
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
人

物
で
す
。

　日
本
公
開
日
に
合
わ
せ
て
日
本
で
の
仕
事
を

入
れ
、
帰
国
し
た
春
日
さ
ん
。
知
人
の
S
N
S

に
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ド
ス
さ
ん
の
話
を
「
お
じ
い

や
お
ば
あ
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
」
と
い
う
内

容
の
コ
メ
ン
ト
を
目
に
し
、
ぜ
ひ
話
を
聞
き
た

い
と
抱
え
て
い
た
仕
事
を
こ
な
し
、
映
画
公
開

初
日
に
来
沖
し
ま
す
。

　そ
し
て
公
開
翌
日
、
伊
祖
グ
ス
ク
に
お
い
て
、

春
日
さ
ん
来
沖
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
S
N
S

投
稿
者
の
市
在
住
下
條
綾
乃
さ
ん
・
達
也
さ
ん

夫
妻
と
対
面
し
ま
す
。

　い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
巡
っ
た
下
條
さ
ん
は
春

日
さ
ん
と
出
会
っ
た
瞬
間
に
涙
し
ま
す
。
下
條

さ
ん
は
、
映
画
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
お
じ
い
や
お
ば
あ
が
話
し
て
い
た
武
器

を
持
た
な
い
米
兵
の
話
を
思
い
出
し
、
家
族
ら

と
お
じ
い
お
ば
あ
が
話
し
て
い
た
米
兵
は
「
絶

対
に
映
画
の
主
人
公
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ド
ス
さ
ん

だ
よ
ね
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
た
と
話

し
ま
す
。

春
日
さ
ん
は
下
條
さ
ん
の
涙
を
見
て
、「
僕
が
関

わ
っ
た
作
品
を
き
っ
か
け
に
し
て
思
い
を
馳
せ

る
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
映

画
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と

声
を
か
け
ま
す
。
下
條
さ
ん
は
涙
を
ぬ
ぐ
い
、

せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
お
じ
い
お
ば
あ
か
ら
聞

い
た
話
を
語
り
出
し
ま
し
た
。

　住
民
み
ん
な
が
逃
げ
る
中
、
伊
祖
グ
ス
ク
の

壕
に
隠
れ
た
話
、
栄
養
が
足
り
ず
命
の
危
機
に

あ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
（
下
條
さ
ん
の
父
）
を
米
兵

に
助
け
て
も
ら
っ
た
話
な
ど
、
想
像
を
絶
す
る

内
容
に
春
日
さ
ん
は
真
剣
な
眼
差
し
で
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　「
ア
メ
リ
カ
ー
は
優
し
い
。
あ
な
た
の
お
父
さ

ん
は
ア
メ
リ
カ
ー
に
助
け
ら
れ
た
。
恩
返
し
し

な
い
さ
い
よ
」
と
下
條
さ
ん
の
お
じ
い
お
ば
あ

は
生
前
繰
り
返
し
言
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

「
だ
か
ら
と
言
っ
て
日
本
兵
が
悪
い
と
か
そ
う
い

う
こ
と
は
一
切
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
人
の
助
け
が
あ
っ
て
命
が
あ
る
こ
と
に
感

謝
し
て
生
き
な
さ
い
」
そ
う
言
わ
れ
た
下
條
さ

ん
は
、
社
会
人
と
な
っ
た
今
、
縁
あ
っ
て
基
地

内
で
日
本
語
を
教
え
る
先
生
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。「
浦
添
市
が
激
戦
地
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
浦
添
市
民
も
中
々
知
り
ま
せ
ん
。
歴
史
教

育
で
語
れ
る
の
は
嘉
数
高
台
や
摩
文
仁
の
こ
と

が
多
い
。
実
は
浦
添
市
も
激
戦
区
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
、浦
添
市
民
お
よ
び
県
民
が
知
る
き
っ

か
け
に
な
る
映
画
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
下
條

さ
ん
は
願
い
、
春
日
さ
ん
も
う
な
ず
き
ま
す
。

映
画
『
ハ
ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
』
の

過
酷
な
撮
影
か
ら
平
和
を
実
感

　春
日
さ
ん
が
『
ハ
ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
』
へ
出
演

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

役
者
と
し
て
の
募
集
が
無
く
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の

募
集
の
み
で
し
た
が
、「
ど
ん
な
時
に
チ
ャ
ン
ス

が
巡
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
現
場
に
行
け
ば

配
役
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
チ
ャ

ン
ス
を
勝
ち
取
る
ん
だ
」
と
い
う
思
い
で
撮
影
に

参
加
し
、
見
事
配
役
を
射
止
め
ま
す
。

　そ
し
て
15
年
9
月
映
画
の
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
。

ロ
ケ
地
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ

ウ
ン
で
撮
影
は
約
3
か
月
に
及
び
ま
し
た
。
日

中
は
う
だ
る
様
な
暑
さ
に
、
夜
は
凍
え
る
ほ
ど

寒
く
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
あ
る
環
境
の
中
で
、

実
際
の
銃
な
ど
を
抱
え
て
足
場
の
悪
い
中
を
走

り
回
る
、
擦
り
傷
が
絶
え
な
い
過
酷
な
撮
影
が

続
き
ま
し
た
。「
実
際
の
戦
場
と
は
決
し
て
比
較

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
撮
影
現
場

と
は
言
え
、
終
始
爆
発
が
繰
り
返
さ
れ
、
火
炎

放
射
器
を
使
っ
た
シ
ー
ン
の
撮
影
で
は
2
、
3

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
て
も
熱
風
で
目

が
開
け
ら
れ
な
い
な
ど
戦
場
さ
な
が
ら
の
状
況

で
し
た
。
撮
影
と
い
う
疑
似
体
験
を
通
し
て
、

改
め
て
戦
争
は
起
こ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と

実
感
し
ま
し
た
」
と
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
た
と
春
日
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　貪
欲
に
挑
戦
を
続
け
る
春
日
さ
ん
で
す
が
、

役
者
を
目
指
す
若
い
人
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る

と
言
い
ま
す
。「
若
い
役
者
志
望
の
人
の
中
に
は

〝
エ
キ
ス
ト
ラ
だ
か
ら
〟
と
い
う
理
由
で
挑
戦
さ

え
し
な
い
人
も
い
ま
す
。
若
い
世
代
に
こ
そ
欲

が
必
要
。
し
の
ぎ
あ
い
や
せ
め
ぎ
あ
い
が
あ
っ

て
こ
そ
い
い
も
の
が
作
れ
る
。
も
っ
と
貪
欲
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
。
自
分
を
鼓
舞
す
る
か

の
よ
う
に
役
者
を
目
指
す
人
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　S
N
S
で
の
出
会
い
に
始
ま
り
住
民
目
線
の

沖
縄
戦
の
一
部
を
垣
間
見
た
春
日
さ
ん
。

「
実
際
に
現
地
に
来
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
付
い
て
も
ら
い
な
が

ら
現
地
を
回
る
こ
と
で
、
激
戦
地
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

何
が
で
き
る
の
か
、
映
画
を
き
っ
か
け
に
し
て

そ
の
入
り
口
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
語
る
と

共
に
、「
今
回
の
出
会
い
は
新
た
な
挑
戦
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
」
と
自
身
の

飽
く
な
き
挑
戦
へ
の
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

（左）ハクソー・リッジ（前田高地）に立ち思いを馳せる
（右）おじいおばあの話を涙ながらに話す下條綾乃さん
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映画出演俳優現地を巡り、声を聴き自らを語る

ROAD 輝く人たち 特別編

PROFILE
春日　弘（48）
昭和43年10月16日生まれ。徳島県
出身。学生時代に米国へ留学したこと
をきっかけに、海外で働くことだけを
考えて豪国へ駐在員として赴任。縁あっ
てハリウッド映画への出演を果たし演
じるということに魅せられる。演じる
ことのみならず制作する側としても環
境を整え、一本劇場映画を制作したい
と挑戦意欲は尽きない。座右の銘「意
志あるところに道は通ずる」。出演：『ウ
ルヴァリン：SAMURAI』『不屈の男ア
ンブロークン』『ハクソー・リッジ』

6月24日（土）に公開された映画『ハクソー・リッジ』。
日本公開時に日本に居たいと心に決めていた一人の日本人俳優がいます。
日本兵役として同作に出演した春日弘さん（48）。

春
日
さ
ん
は
、
徳
島
県
出
身
で
現
在
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
在
住
し
俳
優
業
の
傍
ら
旅

行
業
に
も
携
わ
り
、
自
身
で
短
編
映
画
の
制
作

を
手
掛
け
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
人

物
で
す
。

　日
本
公
開
日
に
合
わ
せ
て
日
本
で
の
仕
事
を

入
れ
、
帰
国
し
た
春
日
さ
ん
。
知
人
の
S
N
S

に
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ド
ス
さ
ん
の
話
を
「
お
じ
い

や
お
ば
あ
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ
た
」
と
い
う
内

容
の
コ
メ
ン
ト
を
目
に
し
、
ぜ
ひ
話
を
聞
き
た

い
と
抱
え
て
い
た
仕
事
を
こ
な
し
、
映
画
公
開

初
日
に
来
沖
し
ま
す
。

　そ
し
て
公
開
翌
日
、
伊
祖
グ
ス
ク
に
お
い
て
、

春
日
さ
ん
来
沖
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
S
N
S

投
稿
者
の
市
在
住
下
條
綾
乃
さ
ん
・
達
也
さ
ん

夫
妻
と
対
面
し
ま
す
。

　い
ろ
い
ろ
な
思
い
が
巡
っ
た
下
條
さ
ん
は
春

日
さ
ん
と
出
会
っ
た
瞬
間
に
涙
し
ま
す
。
下
條

さ
ん
は
、
映
画
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
お
じ
い
や
お
ば
あ
が
話
し
て
い
た
武
器

を
持
た
な
い
米
兵
の
話
を
思
い
出
し
、
家
族
ら

と
お
じ
い
お
ば
あ
が
話
し
て
い
た
米
兵
は
「
絶

対
に
映
画
の
主
人
公
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ド
ス
さ
ん

だ
よ
ね
」
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
た
と
話

し
ま
す
。

春
日
さ
ん
は
下
條
さ
ん
の
涙
を
見
て
、「
僕
が
関

わ
っ
た
作
品
を
き
っ
か
け
に
し
て
思
い
を
馳
せ

る
人
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
映

画
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と

声
を
か
け
ま
す
。
下
條
さ
ん
は
涙
を
ぬ
ぐ
い
、

せ
き
を
切
っ
た
よ
う
に
お
じ
い
お
ば
あ
か
ら
聞

い
た
話
を
語
り
出
し
ま
し
た
。

　住
民
み
ん
な
が
逃
げ
る
中
、
伊
祖
グ
ス
ク
の

壕
に
隠
れ
た
話
、
栄
養
が
足
り
ず
命
の
危
機
に

あ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
（
下
條
さ
ん
の
父
）
を
米
兵

に
助
け
て
も
ら
っ
た
話
な
ど
、
想
像
を
絶
す
る

内
容
に
春
日
さ
ん
は
真
剣
な
眼
差
し
で
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

　「
ア
メ
リ
カ
ー
は
優
し
い
。
あ
な
た
の
お
父
さ

ん
は
ア
メ
リ
カ
ー
に
助
け
ら
れ
た
。
恩
返
し
し

な
い
さ
い
よ
」
と
下
條
さ
ん
の
お
じ
い
お
ば
あ

は
生
前
繰
り
返
し
言
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

「
だ
か
ら
と
言
っ
て
日
本
兵
が
悪
い
と
か
そ
う
い

う
こ
と
は
一
切
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
人
の
助
け
が
あ
っ
て
命
が
あ
る
こ
と
に
感

謝
し
て
生
き
な
さ
い
」
そ
う
言
わ
れ
た
下
條
さ

ん
は
、
社
会
人
と
な
っ
た
今
、
縁
あ
っ
て
基
地

内
で
日
本
語
を
教
え
る
先
生
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。「
浦
添
市
が
激
戦
地
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
浦
添
市
民
も
中
々
知
り
ま
せ
ん
。
歴
史
教

育
で
語
れ
る
の
は
嘉
数
高
台
や
摩
文
仁
の
こ
と

が
多
い
。
実
は
浦
添
市
も
激
戦
区
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
、浦
添
市
民
お
よ
び
県
民
が
知
る
き
っ

か
け
に
な
る
映
画
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
下
條

さ
ん
は
願
い
、
春
日
さ
ん
も
う
な
ず
き
ま
す
。

映
画
『
ハ
ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
』
の

過
酷
な
撮
影
か
ら
平
和
を
実
感

　春
日
さ
ん
が
『
ハ
ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
』
へ
出
演

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
。

役
者
と
し
て
の
募
集
が
無
く
、
エ
キ
ス
ト
ラ
の

募
集
の
み
で
し
た
が
、「
ど
ん
な
時
に
チ
ャ
ン
ス

が
巡
っ
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
現
場
に
行
け
ば

配
役
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
チ
ャ

ン
ス
を
勝
ち
取
る
ん
だ
」
と
い
う
思
い
で
撮
影
に

参
加
し
、
見
事
配
役
を
射
止
め
ま
す
。

　そ
し
て
15
年
9
月
映
画
の
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
。

ロ
ケ
地
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ

ウ
ン
で
撮
影
は
約
3
か
月
に
及
び
ま
し
た
。
日

中
は
う
だ
る
様
な
暑
さ
に
、
夜
は
凍
え
る
ほ
ど

寒
く
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
あ
る
環
境
の
中
で
、

実
際
の
銃
な
ど
を
抱
え
て
足
場
の
悪
い
中
を
走

り
回
る
、
擦
り
傷
が
絶
え
な
い
過
酷
な
撮
影
が

続
き
ま
し
た
。「
実
際
の
戦
場
と
は
決
し
て
比
較

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
撮
影
現
場

と
は
言
え
、
終
始
爆
発
が
繰
り
返
さ
れ
、
火
炎

放
射
器
を
使
っ
た
シ
ー
ン
の
撮
影
で
は
2
、
3

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
て
も
熱
風
で
目

が
開
け
ら
れ
な
い
な
ど
戦
場
さ
な
が
ら
の
状
況

で
し
た
。
撮
影
と
い
う
疑
似
体
験
を
通
し
て
、

改
め
て
戦
争
は
起
こ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と

実
感
し
ま
し
た
」
と
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
た
と
春
日
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　貪
欲
に
挑
戦
を
続
け
る
春
日
さ
ん
で
す
が
、

役
者
を
目
指
す
若
い
人
に
思
う
と
こ
ろ
が
あ
る

と
言
い
ま
す
。「
若
い
役
者
志
望
の
人
の
中
に
は

〝
エ
キ
ス
ト
ラ
だ
か
ら
〟
と
い
う
理
由
で
挑
戦
さ

え
し
な
い
人
も
い
ま
す
。
若
い
世
代
に
こ
そ
欲

が
必
要
。
し
の
ぎ
あ
い
や
せ
め
ぎ
あ
い
が
あ
っ

て
こ
そ
い
い
も
の
が
作
れ
る
。
も
っ
と
貪
欲
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
。
自
分
を
鼓
舞
す
る
か

の
よ
う
に
役
者
を
目
指
す
人
に
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　S
N
S
で
の
出
会
い
に
始
ま
り
住
民
目
線
の

沖
縄
戦
の
一
部
を
垣
間
見
た
春
日
さ
ん
。

「
実
際
に
現
地
に
来
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
。
ガ
イ
ド
さ
ん
に
付
い
て
も
ら
い
な
が

ら
現
地
を
回
る
こ
と
で
、
激
戦
地
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

何
が
で
き
る
の
か
、
映
画
を
き
っ
か
け
に
し
て

そ
の
入
り
口
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
語
る
と

共
に
、「
今
回
の
出
会
い
は
新
た
な
挑
戦
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
」
と
自
身
の

飽
く
な
き
挑
戦
へ
の
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

（左）ハクソー・リッジ（前田高地）に立ち思いを馳せる
（右）おじいおばあの話を涙ながらに話す下條綾乃さん
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市
か
ら
の

お
知
ら
せ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」

市
民
課

（
内
線
3
0
6
5
・
3
0
6
6
）

　５
月
29
日
か
ら
全
国
の
登
記
所

（
法
務
局
）
で
、
各
種
相
続
手
続
に

利
用
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
証

明
制
度
」
が
開
始
し
ま
し
た
。

　こ
の
制
度
は
、
登
記
所
（
法
務

局
）
に
対
し
、
亡
く
な
っ
た
人
の

戸
除
籍
謄
本
の
束
と
、
相
続
関
係

を
表
し
た
一
覧
図
（
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
）
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
登
記
官
が
内
容
を
確
認
し
誤

り
が
な
け
れ
ば
一
覧
図
の
写
し
に

認
証
文
を
付
し
て
、
証
明
書
を
無

料
で
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　詳
し
く
は
、
法
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

k■
水
道
の
用
途
確
認

水
道
部
営
業
課

☎
（
８
７
７
）
８
４
６
０
・
８
４
７
６

　水
道
料
金
の
単
価
等
は
、
水
道

の
使
用
目
的
（
用
途
）
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

家
事
用

　主
に
家
庭
用
と
し
て
水

道
を
使
用
す
る
場
合

営
業
用

　営
業
ま
た
は
営
業
に
付

随
す
る
用
に
水
道
を
使
用
す
る
場

合
（
会
社
・
店
舗
・
工
場
等
）

臨
時
用

　工
事
等
（
解
体
含
む
）、

興
行
、
売
店
等
短
期
間
臨
時
に
水

道
を
使
用
す
る
場
合

連
合
用

　１
個
の
メ
ー
タ
に
よ
り

家
事
用
２
世
帯
以
上
で
使
用
す
る

場
合
（
店
舗
等
は
含
ま
な
い
）

　基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
「
家
事
用
」
に
比
べ
、
料

金
が
安
く
な
り
ま
す
。

　※
用
途
は
、
検
針
時
に
配
布
す

る
「
検
針
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
改
築
、

増
築
等
を
行
う
場
合
は
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
浦
添
市
陸
上
競
技
場
に
冷

水
機
２
台
を
設
置
し
ま
し
た

社
会
体
育
課（
内
線
６
１
６
１
）

　浦
添
市
通
水
55
周
年
を
記
念
し

て
、
浦
添
市
水
道
部
よ
り
一
般
社
団

法
人
浦
添
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
冷

水
機
２
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　寄
贈
さ
れ
た
冷
水
機
は
、
陸
上

競
技
場
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
下
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
更
新
手

続
き

児
童
家
庭
課（
内
線
３
６
１
３
）

　児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、

資
格
確
認
の
た
め
「
現
況
届
」
が

必
要
で
す
。
届
出
が
な
い
場
合
は
、

８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
者
は
「
母
子
・

父
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
」
の
現

況
届
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　８
月
１
日
（
火
）
～

31
日
（
木
）
※
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
現
況
届
は
、
８
月
14
日
（
月
）

か
ら
受
付
し
ま
す
。

受
付
場
所

　市
役
所
９
階
講
堂

受
付
時
間

　午
前
９
時
～
午
前
11

時
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　受
付
日
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
都
合
が
つ
か
な
い
人
は
期
限

内
（
土
日
祝
を
除
く
）
に
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
指

定
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　平
成
29
年
度
の
所
得
申
告
が
お

済
み
で
な
い
人
は
、
現
況
届
を
提

出
前
に
所
得
申
告
お
よ
び
確
認
が

必
要
で
す
。
受
付
日
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
日
に
都
合
が
つ

か
な
い
人
を
対
象
に
休
日
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　８
月
20
日
（
日
）
午

前
９
時
～
午
前
11
時
、
午
後
１
時

～
午
後
４
時

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
事
業
に
～
今
年
度
か

ら
受
給
対
象
者
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
～

児
童
家
庭
課（
内
線
３
６
１
２
）

　ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
教
育
訓
練

講
座
を
受
講
し
修
了
し
た
場
合
、

受
講
料
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対
象

　①
市
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父
②
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

対
象
講
座

　雇
用
保
険
制
度
の
一

般
教
育
訓
練
給
付
金
の
指
定
教
育

訓
練
講
座
等

支
給
額

　対
象
講
座
の
受
講
料
の

60
％
に
相
当
す
る
金
額
（
上
限
20

万
円
、
下
限
１
万
２
千
円
）
ま
た
は
、

雇
用
保
険
法
に
よ
る
一
般
教
育
訓

練
給
付
金
の
支
給
額
と
の
差
額
※

受
講
開
始
前
に
講
座
指
定
等
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

■
こ
ど
も
の
入
院
医
療
費

助
成
は
「
中
学
校
修
了
前

ま
で
」
対
象
で
す
。

児
童
家
庭
課

　児
童
係

（
内
線
３
６
１
４
）

　浦
添
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
の
入
院
医
療
費
助
成
は
、
０
歳

か
ら
中
学
校
修
了
前
ま
で
対
象
で

す
。
入
院
時
の
領
収
書
を
お
持
ち

の
人
で
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、
児
童
家
庭
課
窓
口
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
こ
ど
も
の
健
康
保
険
証
②
印
鑑

（
認
印
可
）
③
入
院
時
の
領
収
書
④

保
護
者
の
普
通
預
金
通
帳
⑤
受
給

資
格
者
証
（
交
付
を
受
け
て
い
る

人
の
み
）

領
収
書
の
申
請
期
限

　診
療
し
た

月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
で
す
。
１
年
を
経
過
し
た
領
収

書
は
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
領

収
書
は
診
療
し
た
月
の
翌
月
以
降

に
申
請
可
能
で
す
。

学
校
安
全
・
災
害
共
済
給
付
金
の

該
当
と
な
る
場
合

　学
校
の
管
理

下
に
お
け
る
こ
ど
も
の
負
傷
等
に

対
し
て
、
独
立
行
政
法
人
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
に
よ
る
給
付

（
学
校
安
全
・
災
害
共
済
給
付
金
）

に
該
当
す
る
場
合
は
こ
ど
も
医
療

費
の
助
成
対
象
外
で
す
。

■
こ
ど
も
医
療
費
の
貸
付
制
度

児
童
家
庭
課

　児
童
係

（
内
線
３
６
１
４
）

　医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
が

困
難
な
人
に
対
し
て
支
払
金
を
貸

し
付
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
利

用
す
る
に
は
、
貸
付
資
格
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
外
と
な
る
医
療
費

　保
険
外

診
療
、
入
院
時
食
事
療
養
費
、
選

定
療
養
費
等
は
病
院
窓
口
で
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

開
始
月

　平
成
28
年
10
月
受
診
分

か
ら
。

■
う
ら
そ
え
オ
ー
プ
ン
保

育
2
0
1
7
夏
の
開
催

保
育
課
（
内
線
３
６
２
２
）

　保
育
士
養
成
校
の
学
生
お
よ
び

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
を
対
象

に
、
浦
添
市
内
の
公
立
保
育
所
・

法
人
保
育
園
の
見
学
、
保
育
体
験

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　8
月
14
日
（
月
）
～
8
月

25
日
（
金
）
※
土
日
を
除
く
。

午
前
10
時
～
午
後
4
時

問
い
合
わ
せ
先

　各
保
育
所
（
園
）

■
患
者
等
搬
送
事
業
の
紹
介

お
よ
び
認
定
事
業
者
一
覧

消
防
本
部

　救
急
救
助
係

☎
（
８
７
５
）
０
１
０
５

　浦
添
市
消
防
本
部
で
は
、
今
年

２
月
か
ら
患
者
等
搬
送
事
業
の
認

定
基
準
お
よ
び
指
導
基
準
を
定
め
、

市
内
対
象
事
業
者
の
認
定
や
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
定
事
業
者

一
覧
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
新
規
事
業
を
予
定
さ
れ

て
い
る
事
業
者
は
、
消
防
本
部
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
の
給
付
に

関
す
る
各
種
証
の
切
替
え

国
民
健
康
保
険
課

　給
付
係

（
内
線
３
７
１
４
）

　現
在
、
お
持
ち
の
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」「
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
」
の
有
効
期
限
は
平

成
29
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　①
対
象
者

の
国
民
健
康
保
険
証
②
申
請
者
の

印
鑑
③
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
等
）
④
世
帯
主
直
筆

の
委
任
状
（
世
帯
外
の
人
が
申
請

す
る
場
合
）
⑤
過
去
12
か
月
の
入

院
数
が
90
日
を
超
え
る
と
き
は
そ

の
領
収
書
（
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
み
）
⑥
特
定
疾
病
療
養
受

療
証
を
新
規
で
申
請
す
る
場
合
は

医
師
の
意
見
書
（
８
月
末
ま
で
に

更
新
手
続
が
出
来
な
い
場
合
、
新

規
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。）

※
世
帯
主
の
障
害
者
手
帳
や
介
護

保
険
証
（
要
介
護
３
以
上
）
を
お

持
ち
の
場
合
は
委
任
状
や
意
見
書

は
不
要
で
す
。

※
国
保
税
に
滞
納
が
あ
る
と
更
新

で
き
ま
せ
ん
。
８
月
以
降
に
手
続

き
に
来
る
場
合
は
、
国
保
税
の
納

付
済
み
領
収
書
も
し
く
は
引
き
落

と
し
が
確
認
で
き
る
通
帳
も
持
参

く
だ
さ
い
。

■
浦
添
市
重
度
心
身
障
害

者
（
児
）
医
療
費
助
成

福
祉
給
付
課（
内
線
３
５
６
４
）

対
象

　市
内
に
住
所
が
あ
る
人
（
た

だ
し
他
市
町
村
か
ら
市
内
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人
は
除
く
）、
も
し

く
は
、
本
市
か
ら
他
市
町
村
の
施
設

に
入
所
し
て
い
る
人
で
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

※
一
定
の
所
得
制
限
あ
り

請
求
方
法

医
療
機
関
で
支
払
っ

た
保
険
適
用
の
領
収
書
（
月
単
位

で
ま
と
ま
っ
た
も
の
）
を
持
参
し

て
、
毎
月
10
日
ま
で
に
請
求
す
る
。

※
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場

合
は
、
高
額
療
養
費
支
給
決
定
後

の
請
求
と
な
る
。

※
領
収
書
は
診
療
翌
月
か
ら
１
年

以
内
の
も
の
が
有
効
。

医
療
費
助
成
が
制
限
さ
れ
る
人
と

請
求
で
き
な
い
領
収
書

　①
所
得

制
限
で
資
格
停
止
に
な
っ
て
い
る

人
。
②
診
療
月
か
ら
１
年
を
経
過

し
た
領
収
書
③
医
療
保
険
対
象
外

の
領
収
書

請
求
に
必
要
な
も
の

　①
医
療
保

険
証
②
受
給
者
証
③
印
鑑
（
認
印

可
・
申
請
に
来
る
人
の
も
の
）
④

領
収
書
（
月
単
位
で
ま
と
め
て
・

診
療
月
の
翌
月
か
ら
受
付
）

受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　す

で
に
医
療
費
助
成
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
の
有
効
期
間

は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
新
し
い
受

給
者
証
の
発
行
は
、
福
祉
給
付
課

窓
口
で
８
月
１
日
か
ら
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
（
入
門
過
程
）

受
講
生
募
集

福
祉
給
付
課
（
内
線
3
5
6
4
）

開
催
期
間

　９
月
22
日
（
金
）
～

平
成
30
年
２
月
16
日（
金
）（
全
21
回
）

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

場
所

　社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３

階

　中
研
修
室

定
員

　20
人

申
込
締
切

　９
月
15
日
（
金
）
午

後
５
時

対
象

　①
講
座
21
回
の
う
ち
、
８

割
以
上
出
席
が
可
能
な
人
②
講
座

修
了
後
は
、
手
話
サ
ー
ク
ル
で
活

動
し
、基
礎
編
（
平
成
30
年
度
開
催
）

に
参
加
で
き
る
人
③
浦
添
市
内
の

人
優
先

受
講
料

　テ
キ
ス
ト
代
３
２
４
０
円
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
代
３
５
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　社
会

福
祉
法
人

　浦
添
市
社
会
福
祉
協

議
会

　☎
（
８
７
７
）
８
２
２
６

■
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
実
施

学
校
教
育
課
（
内
線
6
5
1
1
）

　就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
は
、
病
気

な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ

て
、
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
子
女
等
に
つ
い
て
、

中
学
校
卒
業
程
度
学
力
が
あ
る
か

を
認
定
す
る
た
め
国
が
行
う
試
験

で
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
験
案
内
配
布
期
間

　７
月
10
日

（
月
）
～
９
月
８
日
（
金
）

願
書
受
付
期
間

　８
月
21
日
（
月
）

～
９
月
８
日
（
金
）

出
願
方
法

　受
験
案
内
に
添
付
し

て
い
る
封
筒
を
使
用
し
、
文
部
科

学
省
宛
て
に
書
留
で
郵
送
。（
９
月

８
日
（
金
）
の
消
印
有
効
）

試
験
日

　10
月
26
日
（
木
）

場
所

　沖
縄
県
庁
13
階
第
３
会
議
室

試
験
科
目

　国
語
・
社
会
・
数
学
・

理
科
・
英
語

　

受
験
資
格

　①
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
で
あ
る
人
ま
た
は
就
学
義
務

猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
人
で
、
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳

以
上
に
な
る
人
。
②
保
護
者
が
就

学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
ま
た
は
免

除
を
受
け
ず
、
か
つ
、
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に
達
す

る
人
で
そ
の
年
度
終
わ
り
ま
で
に

中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
事
に
つ
い
て
や
む
を
得
な

い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
省
が

認
め
た
人
。
③
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
16
歳
以
上
に
な
る
人
。

（
①
お
よ
び
④
に
掲
げ
る
人
を
除

く
。）
④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

で
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
15
歳
以
上
に
な
る
人
。

■
平
成
29
年
「
緑
の
募
金
」

の
報
告
と
お
礼

美
ら
ま
ち
推
進
課（
内
線
4
0
6
3
）

　平
成
29
年
「
緑
の
募
金
運
動
」

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
の
も
と
に
実
施
さ
れ
、
１
４
１

万
１
０
０
０
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

こ
の
募
金
は
、
公
益
社
団
法
人 

沖

縄
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
取
り
ま

と
め
、
緑
化
の
推
進
、
さ
ら
に
緑

化
の
国
際
協
力
等
の
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
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市
か
ら
の

お
知
ら
せ

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
「
法
定
相
続
情
報
証
明

制
度
」

市
民
課

（
内
線
3
0
6
5
・
3
0
6
6
）

　５
月
29
日
か
ら
全
国
の
登
記
所

（
法
務
局
）
で
、
各
種
相
続
手
続
に

利
用
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報
証

明
制
度
」
が
開
始
し
ま
し
た
。

　こ
の
制
度
は
、
登
記
所
（
法
務

局
）
に
対
し
、
亡
く
な
っ
た
人
の

戸
除
籍
謄
本
の
束
と
、
相
続
関
係

を
表
し
た
一
覧
図
（
法
定
相
続
情

報
一
覧
図
）
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
登
記
官
が
内
容
を
確
認
し
誤

り
が
な
け
れ
ば
一
覧
図
の
写
し
に

認
証
文
を
付
し
て
、
証
明
書
を
無

料
で
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　詳
し
く
は
、
法
務
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

k■
水
道
の
用
途
確
認

水
道
部
営
業
課

☎
（
８
７
７
）
８
４
６
０
・
８
４
７
６

　水
道
料
金
の
単
価
等
は
、
水
道

の
使
用
目
的
（
用
途
）
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

家
事
用

　主
に
家
庭
用
と
し
て
水

道
を
使
用
す
る
場
合

営
業
用

　営
業
ま
た
は
営
業
に
付

随
す
る
用
に
水
道
を
使
用
す
る
場

合
（
会
社
・
店
舗
・
工
場
等
）

臨
時
用

　工
事
等
（
解
体
含
む
）、

興
行
、
売
店
等
短
期
間
臨
時
に
水

道
を
使
用
す
る
場
合

連
合
用

　１
個
の
メ
ー
タ
に
よ
り

家
事
用
２
世
帯
以
上
で
使
用
す
る

場
合
（
店
舗
等
は
含
ま
な
い
）

　基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
「
家
事
用
」
に
比
べ
、
料

金
が
安
く
な
り
ま
す
。

　※
用
途
は
、
検
針
時
に
配
布
す

る
「
検
針
の
お
知
ら
せ
」
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
改
築
、

増
築
等
を
行
う
場
合
は
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
浦
添
市
陸
上
競
技
場
に
冷

水
機
２
台
を
設
置
し
ま
し
た

社
会
体
育
課（
内
線
６
１
６
１
）

　浦
添
市
通
水
55
周
年
を
記
念
し

て
、
浦
添
市
水
道
部
よ
り
一
般
社
団

法
人
浦
添
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
冷

水
機
２
台
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　寄
贈
さ
れ
た
冷
水
機
は
、
陸
上

競
技
場
の
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
下
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
更
新
手

続
き

児
童
家
庭
課（
内
線
３
６
１
３
）

　児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
、

資
格
確
認
の
た
め
「
現
況
届
」
が

必
要
で
す
。
届
出
が
な
い
場
合
は
、

８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
者
は
「
母
子
・

父
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
」
の
現

況
届
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　８
月
１
日
（
火
）
～

31
日
（
木
）
※
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
現
況
届
は
、
８
月
14
日
（
月
）

か
ら
受
付
し
ま
す
。

受
付
場
所

　市
役
所
９
階
講
堂

受
付
時
間

　午
前
９
時
～
午
前
11

時
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　受
付
日
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
都
合
が
つ
か
な
い
人
は
期
限

内
（
土
日
祝
を
除
く
）
に
届
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
指

定
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　平
成
29
年
度
の
所
得
申
告
が
お

済
み
で
な
い
人
は
、
現
況
届
を
提

出
前
に
所
得
申
告
お
よ
び
確
認
が

必
要
で
す
。
受
付
日
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
日
に
都
合
が
つ

か
な
い
人
を
対
象
に
休
日
受
付
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

　８
月
20
日
（
日
）
午

前
９
時
～
午
前
11
時
、
午
後
１
時

～
午
後
４
時

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給

付
金
事
業
に
～
今
年
度
か

ら
受
給
対
象
者
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
～

児
童
家
庭
課（
内
線
３
６
１
２
）

　ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
の
就
職
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
教
育
訓
練

講
座
を
受
講
し
修
了
し
た
場
合
、

受
講
料
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対
象

　①
市
内
在
住
の
母
子
家
庭

の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父
②
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
、

同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
人

対
象
講
座

　雇
用
保
険
制
度
の
一

般
教
育
訓
練
給
付
金
の
指
定
教
育

訓
練
講
座
等

支
給
額

　対
象
講
座
の
受
講
料
の

60
％
に
相
当
す
る
金
額
（
上
限
20

万
円
、
下
限
１
万
２
千
円
）
ま
た
は
、

雇
用
保
険
法
に
よ
る
一
般
教
育
訓

練
給
付
金
の
支
給
額
と
の
差
額
※

受
講
開
始
前
に
講
座
指
定
等
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

■
こ
ど
も
の
入
院
医
療
費

助
成
は
「
中
学
校
修
了
前

ま
で
」
対
象
で
す
。

児
童
家
庭
課

　児
童
係

（
内
線
３
６
１
４
）

　浦
添
市
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
の
入
院
医
療
費
助
成
は
、
０
歳

か
ら
中
学
校
修
了
前
ま
で
対
象
で

す
。
入
院
時
の
領
収
書
を
お
持
ち

の
人
で
申
請
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、
児
童
家
庭
課
窓
口
で
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
こ
ど
も
の
健
康
保
険
証
②
印
鑑

（
認
印
可
）
③
入
院
時
の
領
収
書
④

保
護
者
の
普
通
預
金
通
帳
⑤
受
給

資
格
者
証
（
交
付
を
受
け
て
い
る

人
の
み
）

領
収
書
の
申
請
期
限

　診
療
し
た

月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
１
年
以

内
で
す
。
１
年
を
経
過
し
た
領
収

書
は
助
成
対
象
外
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
領

収
書
は
診
療
し
た
月
の
翌
月
以
降

に
申
請
可
能
で
す
。

学
校
安
全
・
災
害
共
済
給
付
金
の

該
当
と
な
る
場
合

　学
校
の
管
理

下
に
お
け
る
こ
ど
も
の
負
傷
等
に

対
し
て
、
独
立
行
政
法
人
ス
ポ
ー

ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
法
に
よ
る
給
付

（
学
校
安
全
・
災
害
共
済
給
付
金
）

に
該
当
す
る
場
合
は
こ
ど
も
医
療

費
の
助
成
対
象
外
で
す
。

■
こ
ど
も
医
療
費
の
貸
付
制
度

児
童
家
庭
課

　児
童
係

（
内
線
３
６
１
４
）

　医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い
が

困
難
な
人
に
対
し
て
支
払
金
を
貸

し
付
け
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
利

用
す
る
に
は
、
貸
付
資
格
の
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
外
と
な
る
医
療
費

　保
険
外

診
療
、
入
院
時
食
事
療
養
費
、
選

定
療
養
費
等
は
病
院
窓
口
で
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

開
始
月

　平
成
28
年
10
月
受
診
分

か
ら
。

■
う
ら
そ
え
オ
ー
プ
ン
保

育
2
0
1
7
夏
の
開
催

保
育
課
（
内
線
３
６
２
２
）

　保
育
士
養
成
校
の
学
生
お
よ
び

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
を
対
象

に
、
浦
添
市
内
の
公
立
保
育
所
・

法
人
保
育
園
の
見
学
、
保
育
体
験

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　8
月
14
日
（
月
）
～
8
月

25
日
（
金
）
※
土
日
を
除
く
。

午
前
10
時
～
午
後
4
時

問
い
合
わ
せ
先

　各
保
育
所
（
園
）

■
患
者
等
搬
送
事
業
の
紹
介

お
よ
び
認
定
事
業
者
一
覧

消
防
本
部

　救
急
救
助
係

☎
（
８
７
５
）
０
１
０
５

　浦
添
市
消
防
本
部
で
は
、
今
年

２
月
か
ら
患
者
等
搬
送
事
業
の
認

定
基
準
お
よ
び
指
導
基
準
を
定
め
、

市
内
対
象
事
業
者
の
認
定
や
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
認
定
事
業
者

一
覧
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
新
規
事
業
を
予
定
さ
れ

て
い
る
事
業
者
は
、
消
防
本
部
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
の
給
付
に

関
す
る
各
種
証
の
切
替
え

国
民
健
康
保
険
課

　給
付
係

（
内
線
３
７
１
４
）

　現
在
、
お
持
ち
の
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」「
特
定
疾
病

療
養
受
療
証
」
の
有
効
期
限
は
平

成
29
年
７
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　①
対
象
者

の
国
民
健
康
保
険
証
②
申
請
者
の

印
鑑
③
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
等
）
④
世
帯
主
直
筆

の
委
任
状
（
世
帯
外
の
人
が
申
請

す
る
場
合
）
⑤
過
去
12
か
月
の
入

院
数
が
90
日
を
超
え
る
と
き
は
そ

の
領
収
書
（
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
の
み
）
⑥
特
定
疾
病
療
養
受

療
証
を
新
規
で
申
請
す
る
場
合
は

医
師
の
意
見
書
（
８
月
末
ま
で
に

更
新
手
続
が
出
来
な
い
場
合
、
新

規
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。）

※
世
帯
主
の
障
害
者
手
帳
や
介
護

保
険
証
（
要
介
護
３
以
上
）
を
お

持
ち
の
場
合
は
委
任
状
や
意
見
書

は
不
要
で
す
。

※
国
保
税
に
滞
納
が
あ
る
と
更
新

で
き
ま
せ
ん
。
８
月
以
降
に
手
続

き
に
来
る
場
合
は
、
国
保
税
の
納

付
済
み
領
収
書
も
し
く
は
引
き
落

と
し
が
確
認
で
き
る
通
帳
も
持
参

く
だ
さ
い
。

■
浦
添
市
重
度
心
身
障
害

者
（
児
）
医
療
費
助
成

福
祉
給
付
課（
内
線
３
５
６
４
）

対
象

　市
内
に
住
所
が
あ
る
人
（
た

だ
し
他
市
町
村
か
ら
市
内
施
設
に

入
所
し
て
い
る
人
は
除
く
）、
も
し

く
は
、
本
市
か
ら
他
市
町
村
の
施
設

に
入
所
し
て
い
る
人
で
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ
１
・
Ａ
２

※
一
定
の
所
得
制
限
あ
り

請
求
方
法

医
療
機
関
で
支
払
っ

た
保
険
適
用
の
領
収
書
（
月
単
位

で
ま
と
ま
っ
た
も
の
）
を
持
参
し

て
、
毎
月
10
日
ま
で
に
請
求
す
る
。

※
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場

合
は
、
高
額
療
養
費
支
給
決
定
後

の
請
求
と
な
る
。

※
領
収
書
は
診
療
翌
月
か
ら
１
年

以
内
の
も
の
が
有
効
。

医
療
費
助
成
が
制
限
さ
れ
る
人
と

請
求
で
き
な
い
領
収
書

　①
所
得

制
限
で
資
格
停
止
に
な
っ
て
い
る

人
。
②
診
療
月
か
ら
１
年
を
経
過

し
た
領
収
書
③
医
療
保
険
対
象
外

の
領
収
書

請
求
に
必
要
な
も
の

　①
医
療
保

険
証
②
受
給
者
証
③
印
鑑
（
認
印

可
・
申
請
に
来
る
人
の
も
の
）
④

領
収
書
（
月
単
位
で
ま
と
め
て
・

診
療
月
の
翌
月
か
ら
受
付
）

受
給
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　す

で
に
医
療
費
助
成
受
給
者
証
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
の
有
効
期
間

は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
新
し
い
受

給
者
証
の
発
行
は
、
福
祉
給
付
課

窓
口
で
８
月
１
日
か
ら
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。

■
平
成
29
年
度
手
話
奉
仕

員
養
成
講
座
（
入
門
過
程
）

受
講
生
募
集

福
祉
給
付
課
（
内
線
3
5
6
4
）

開
催
期
間

　９
月
22
日
（
金
）
～

平
成
30
年
２
月
16
日（
金
）（
全
21
回
）

毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

場
所

　社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　３

階

　中
研
修
室

定
員

　20
人

申
込
締
切

　９
月
15
日
（
金
）
午

後
５
時

対
象

　①
講
座
21
回
の
う
ち
、
８

割
以
上
出
席
が
可
能
な
人
②
講
座

修
了
後
は
、
手
話
サ
ー
ク
ル
で
活

動
し
、基
礎
編
（
平
成
30
年
度
開
催
）

に
参
加
で
き
る
人
③
浦
添
市
内
の

人
優
先

受
講
料

　テ
キ
ス
ト
代
３
２
４
０
円
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
代
３
５
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　社
会

福
祉
法
人

　浦
添
市
社
会
福
祉
協

議
会

　☎
（
８
７
７
）
８
２
２
６

■
中
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
実
施

学
校
教
育
課
（
内
線
6
5
1
1
）

　就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の
中

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
は
、
病
気

な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
っ

て
、
保
護
者
が
義
務
教
育
諸
学
校

に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶
予
ま
た

は
免
除
さ
れ
た
子
女
等
に
つ
い
て
、

中
学
校
卒
業
程
度
学
力
が
あ
る
か

を
認
定
す
る
た
め
国
が
行
う
試
験

で
す
。
合
格
者
に
は
高
等
学
校
の

入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
験
案
内
配
布
期
間

　７
月
10
日

（
月
）
～
９
月
８
日
（
金
）

願
書
受
付
期
間

　８
月
21
日
（
月
）

～
９
月
８
日
（
金
）

出
願
方
法

　受
験
案
内
に
添
付
し

て
い
る
封
筒
を
使
用
し
、
文
部
科

学
省
宛
て
に
書
留
で
郵
送
。（
９
月

８
日
（
金
）
の
消
印
有
効
）

試
験
日

　10
月
26
日
（
木
）

場
所

　沖
縄
県
庁
13
階
第
３
会
議
室

試
験
科
目

　国
語
・
社
会
・
数
学
・

理
科
・
英
語

　

受
験
資
格

　①
就
学
義
務
猶
予
免

除
者
で
あ
る
人
ま
た
は
就
学
義
務

猶
予
免
除
者
で
あ
っ
た
人
で
、
平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳

以
上
に
な
る
人
。
②
保
護
者
が
就

学
さ
せ
る
義
務
の
猶
予
ま
た
は
免

除
を
受
け
ず
、
か
つ
、
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
に
達
す

る
人
で
そ
の
年
度
終
わ
り
ま
で
に

中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
事
に
つ
い
て
や
む
を
得
な

い
事
由
が
あ
る
と
文
部
科
学
省
が

認
め
た
人
。
③
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
16
歳
以
上
に
な
る
人
。

（
①
お
よ
び
④
に
掲
げ
る
人
を
除

く
。）
④
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

で
、
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
に

満
15
歳
以
上
に
な
る
人
。

■
平
成
29
年
「
緑
の
募
金
」

の
報
告
と
お
礼

美
ら
ま
ち
推
進
課（
内
線
4
0
6
3
）

　平
成
29
年
「
緑
の
募
金
運
動
」

は
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
の
も
と
に
実
施
さ
れ
、
１
４
１

万
１
０
０
０
円
の
募
金
が
集
ま
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

こ
の
募
金
は
、
公
益
社
団
法
人 

沖

縄
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
取
り
ま

と
め
、
緑
化
の
推
進
、
さ
ら
に
緑

化
の
国
際
協
力
等
の
事
業
を
推
進

す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
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■平成29年度「国民健康保険税」および「後期高齢者医療保険料」の納期限
平成29年度『国民健康保険税』および『後期高齢者医療保険料』第 2 期の納期限は 8 月 31 日（木）です。納付忘れにご注意ください。
国民健康保険課　税2係（内線 3717 ～ 3722）長寿いきいき係（内線 3712）

■
【
最
終
案
内
】
申
請
期
限

が
迫
っ
て
い
ま
す
！
臨
時
福

祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

福
祉
総
務
課
・
臨
時
福
祉
給
付
金

☎
（
８
７
０
）
１
８
２
２

　給
付
金
の
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る

人
へ
申
請
書
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
書
へ
の
記
入
・
押
印
漏
れ

や
必
要
書
類
の
添
付
が
な
い
な
ど

の
不
備
が
あ
る
場
合
も
、
期
限
内

に
不
備
を
補
完
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
次
に
該
当
す
る
人
は
早

め
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
申
請
書
等
は
届
い
て
い
た
が
、
紛

失
（
又
は
破
損
）
し
て
し
ま
っ
た
。

②
申
請
書
等
を
提
出
し
て
２
ヶ
月

以
上
経
つ
が
、
結
果
通
知
が
届
か

な
い
。（
又
は
振
込
が
な
い
。）

③
給
付
金
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
申
請
書
等
が

届
い
て
い
な
い
。

受
付
時
間

　平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所

　市
役
所
２
階
2
0
2

会
議
室
（
児
童
家
庭
課
の
裏
）

■
販
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー
受

講
生
募
集

セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

☎
（
８
８
２
）
３
０
３
３

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識
、

効
率
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
方
法
等
に
つ
い
て
、
専
門
家
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時

　８
月
５
日
（
土
）・
19
日
・

27
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所

　て
だ
こ
ホ
ー
ル
多
目
的
室
１

参
加
料

　無
料

対
象
者

　市
内
で
創
業
を
希
望
す

る
人
、
創
業
後
５
年
以
内
の
人

■
平
成
29
年
度
不
動
産

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

納
税
課

（
内
線
２
３
２
２
・
２
３
２
４
）

　納
税
の
公
平
性
を
図
る
た
め
差

し
押
さ
え
た
財
産
（
不
動
産
）
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
し
ま
す
。

申
込
期
間

　８
月
17
日
（
木
）
午
後

１
時
～
９
月
４
日
（
月
）
午
後
11
時

入
札
期
間

　９
月
11
日
（
月
）
午
後

１
時
～
９
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時

公
売
方
法

　公
売
は
、
ヤ
フ
ー
株

式
会
社
が
提
供
す
る
「
ヤ
フ
オ

ク
！
」
の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
上
で
、
期
間
入
札
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

※
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
へ
の
参

加
は
、
Y
a
h
o
o
!
J
A
P
A
N 

I
D
や
連
絡
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
必
要
で
す
。

※
注
意
事
項
※

　①
物
件
の
農
地

（
畑
）
に
つ
い
て
は
、
糸
満
市
農
業

委
員
会
（
糸
満
市
役
所
内
）
が
発
行

す
る
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。「
買
受
適
格
証
明
書
」
の
取

得
に
は
、
入
札
開
始
月
の
前
月
の
８

月
10
日
（
木
）
ま
で
に
糸
満
市
農
業

委
員
会
に
発
行
の
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
②
公
売
に
関
し
て
は

公
売
物
件
の
状
況
等
を
確
認
し
参
加

く
だ
さ
い
。
③
公
売
は
滞
納
税
の
納

付
等
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

市
の
募
集

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
浦
添
市
里
浜
の
保
全
及
び

活
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

（
素
案
）
に
関
す
る
ご
意
見

環
境
保
全
課
（
内
線
3
2
2
1
）

　市
で
は
、
里
浜
の
保
全
及
び
活

用
に
つ
い
て
基
本
理
念
を
定
め
、

里
浜
づ
く
り
を
継
承
す
る
た
め
の

条
例
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　条
例
素
案
に
市
民
・
事
業
者
等

の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ご
意
見
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　８
月
14
日
（
月
）
～

25
日
（
金
）

ご
意
見
を
提
出
で
き
る
人

　市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
人
、
市

内
で
事
業
を
営
む
法
人
お
よ
び
活

動
団
体
、
そ
の
他
本
市
に
対
し
納

税
義
務
を
有
す
る
人
。

条
例
（
素
案
）
の
公
表
・
閲
覧
方
法

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
環
境

保
全
課
※
平
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

ご
意
見
提
出
書
様
式

　環
境
保
全

課
に
て
配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ご
意
見
提
出
方
法

　「
ご
意
見
提
出

書
様
式
」
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
、
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記

に
提
出
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
】
〒
９
０
１
‐
２
５
０
１

　

浦
添
市
安
波
茶
１
‐
１
‐
１

　浦

添
市
役
所

　環
境
保
全
課

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】（
８
７
６
）９
４
６
７（
環

境
保
全
課
あ
て
）

【
電
子
メ
ー
ル
】

envseisaku@
city.urasoe.lg.jp

ご
意
見
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　ご
意
見
に
関
す
る
個
別
の
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
意
見
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す

が
、
個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
個
人
が
特
定
で

き
る
よ
う
な
内
容
は
掲
載
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
掲
載
内
容
は
個
人
ま

た
は
法
人
等
の
権
利
利
益
を
害
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
等
、
公
表

す
る
こ
と
が
不
適
切
な
情
報
を
除

い
た
も
の
と
し
ま
す
。

■
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
募
集

保
育
課

　わ
ん
ぱ
く
係

（
内
線
３
６
２
４
）

　児
童
セ
ン
タ
ー
（
市
内
11
か
所
）

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
４
月
１
日

（
日
）
か
ら
の
指
定
管
理
者
の
公
募

を
行
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象

　市
内
に
住
所
を
有
す
る
法

人
お
よ
び
団
体

期
間

　（
募
集
要
項
配
布
）
８
月
17

日
（
木
）
ま
で

※
説
明
会
を
８
月
17
日
（
木
）
午

後
３
時
か
ら
市
役
所
６
０
１
会
議

室
で
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
の
参

加
が
応
募
の
要
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
説
明
会
参
加
希
望
の
人
は
、

担
当
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
尚
寧

王
」
出
演
者
募
集
（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）

浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業
実

行
委
員
会 

事
務
局

文
化
課
（
内
線
６
２
１
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
７
８
）
１
４
８
７

　浦
添
よ
う
ど
れ
に
眠
る
琉
球
国

王
第
２
尚
氏
・
第
七
代
国
王
「
尚

寧
王
」
と
王
妃
と
の
愛
を
描
い
た

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
歴
史
・
演
技
・

歌
唱
等
を
学
び
、
成
果
発
表
公
演

ま
で
行
い
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
日
時

９
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

　

場
所

　中
央
公
民
館
分
館

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳
細
は
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
伝
え
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

ま
た
は
市
補
助
金
交
付
団
体
（
文

化
協
会
・
こ
ど
も
文
化
連
盟
太
陽

樹
）
に
所
属
し
て
い
る
小
学
5
年

生
か
ら
一
般

　※
成
果
発
表
公
演

平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）・
28
日

（
日
）
に
出
演
で
き
る
人

参
加
料

　３
千
円

　※
催
事
保
険

料
含
む

申
込
方
法

　申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
）
も
し
く

は
所
定
の
申
込
用
紙
を
記
入
の
う

え
、
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
浦
添
市
役
所
1

階
総
合
受
付
、
文
化
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
し
込
み

　９
月
15
日
（
金
）
午

後
５
時
15
分
ま
で

■
第
４
回
浦
添
市
小
中
学
生

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
募
集

浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業
実

行
委
員
会 

事
務
局

文
化
課
（
内
線
６
２
１
１
）

審
査
部
門

　①
ピ
ア
ノ
部
門

　②

声
楽
部
門

　③
弦
楽
器
部
門

　④

管
打
楽
器
部
門

日
時

　▼
小
学
生
の
部
10
月
28
日

（
土
）
午
前
11
時
開
始

　▼
中
学
生
の

部
10
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
開
始

場
所

　て
だ
こ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

対
象

　市
内
在
住
・
在
学
ま
た
は

浦
添
市
こ
ど
も
文
化
連
盟
太
陽
樹

に
所
属
の
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

３
年
生

入
賞

　グ
ラ
ン
プ
リ
（
小
中
各
総

合
）・
優
秀
賞
（
各
部
門
）・
奨
励
賞

※
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
は
、
平
成

30
年
２
月
24
日
（
土
）
予
定
の
浦

添
市
民
音
楽
祭
に
出
演
し
ま
す
。

受
験
料

　個
人
５
０
０
円

　団
体

（
２
名
以
上
）
千
円

申
込
方
法

　申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
）
も
し
く

は
所
定
の
申
込
用
紙
を
記
入
の
う

え
、
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
浦
添
市
役
所
1

階
総
合
受
付
、
文
化
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
し
込
み

　９
月
15
日
（
金
）
午

後
5
時
15
分
ま
で
。

■
臨
時
職
員
募
集

職
員
課
人
事
係

（
内
線
２
０
６
１
）

募
集
職
種

【
資
格
を
要
し
な
い
も
の
】

一
般
事
務
、
建
築
職
、
土
木
職

【
資
格
を
要
す
る
も
の
】

保
育
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会

福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員

賃
金

　一
般
事
務
（
日
額
６
４
５

売却区分
番号 見積価額対象財産 公売

保証金

29-1-1

所在：糸満市字大度
　　  内間原 45 番１
地目：畑
地積：224 平方メートル

171万円 18万円

29-1-2

所在：沖縄市園田
　　  ２丁目 998 番 11
地目：山林
地積：85 平方メートル

67万円 7万円

■ 対象

▲ミュージカル  
「尚寧王」申込
フォーム

音楽コンクール
申込フォーム

▲個人用

▲団体用

広報うらそえ8月号_2校.indd   16-17 2017/07/24   20:49:13

中 央 紫 雲 閣

会館葬、お寺葬、自宅葬、互助会会員、宗派に関わらずご利用いただけます。

〒901-2102

沖縄県浦添市前田２丁目
15番１号

Tel.873-3000 Tel.865-3030

那覇北紫雲閣

〒900-0004

沖縄県那覇市銘苅３丁目
22番地

紫雲閣
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■平成29年度「国民健康保険税」および「後期高齢者医療保険料」の納期限
平成29年度『国民健康保険税』および『後期高齢者医療保険料』第 2 期の納期限は 8 月 31 日（木）です。納付忘れにご注意ください。
国民健康保険課　税2係（内線 3717 ～ 3722）長寿いきいき係（内線 3712）

■
【
最
終
案
内
】
申
請
期
限

が
迫
っ
て
い
ま
す
！
臨
時
福

祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

福
祉
総
務
課
・
臨
時
福
祉
給
付
金

☎
（
８
７
０
）
１
８
２
２

　給
付
金
の
支
給
対
象
と
思
わ
れ
る

人
へ
申
請
書
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

※
申
請
書
へ
の
記
入
・
押
印
漏
れ

や
必
要
書
類
の
添
付
が
な
い
な
ど

の
不
備
が
あ
る
場
合
も
、
期
限
内

に
不
備
を
補
完
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
次
に
該
当
す
る
人
は
早

め
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
申
請
書
等
は
届
い
て
い
た
が
、
紛

失
（
又
は
破
損
）
し
て
し
ま
っ
た
。

②
申
請
書
等
を
提
出
し
て
２
ヶ
月

以
上
経
つ
が
、
結
果
通
知
が
届
か

な
い
。（
又
は
振
込
が
な
い
。）

③
給
付
金
の
支
給
要
件
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
申
請
書
等
が

届
い
て
い
な
い
。

受
付
時
間

　平
日
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分

受
付
場
所

　市
役
所
２
階
2
0
2

会
議
室
（
児
童
家
庭
課
の
裏
）

■
販
路
開
拓
セ
ミ
ナ
ー
受

講
生
募
集

セ
ミ
ナ
ー
事
務
局

☎
（
８
８
２
）
３
０
３
３

　マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識
、

効
率
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
方
法
等
に
つ
い
て
、
専
門
家
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時

　８
月
５
日
（
土
）・
19
日
・

27
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所

　て
だ
こ
ホ
ー
ル
多
目
的
室
１

参
加
料

　無
料

対
象
者

　市
内
で
創
業
を
希
望
す

る
人
、
創
業
後
５
年
以
内
の
人

■
平
成
29
年
度
不
動
産

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

納
税
課

（
内
線
２
３
２
２
・
２
３
２
４
）

　納
税
の
公
平
性
を
図
る
た
め
差

し
押
さ
え
た
財
産
（
不
動
産
）
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
を
し
ま
す
。

申
込
期
間

　８
月
17
日
（
木
）
午
後

１
時
～
９
月
４
日
（
月
）
午
後
11
時

入
札
期
間

　９
月
11
日
（
月
）
午
後

１
時
～
９
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時

公
売
方
法

　公
売
は
、
ヤ
フ
ー
株

式
会
社
が
提
供
す
る
「
ヤ
フ
オ

ク
！
」
の
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
上
で
、
期
間
入
札
に
よ
り

実
施
し
ま
す
。

※
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
へ
の
参

加
は
、
Y
a
h
o
o
!
J
A
P
A
N 

I
D
や
連
絡
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

が
必
要
で
す
。

※
注
意
事
項
※

　①
物
件
の
農
地

（
畑
）
に
つ
い
て
は
、
糸
満
市
農
業

委
員
会
（
糸
満
市
役
所
内
）
が
発
行

す
る
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。「
買
受
適
格
証
明
書
」
の
取

得
に
は
、
入
札
開
始
月
の
前
月
の
８

月
10
日
（
木
）
ま
で
に
糸
満
市
農
業

委
員
会
に
発
行
の
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
②
公
売
に
関
し
て
は

公
売
物
件
の
状
況
等
を
確
認
し
参
加

く
だ
さ
い
。
③
公
売
は
滞
納
税
の
納

付
等
に
よ
り
予
告
な
く
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

市
の
募
集

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
浦
添
市
里
浜
の
保
全
及
び

活
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

（
素
案
）
に
関
す
る
ご
意
見

環
境
保
全
課
（
内
線
3
2
2
1
）

　市
で
は
、
里
浜
の
保
全
及
び
活

用
に
つ
い
て
基
本
理
念
を
定
め
、

里
浜
づ
く
り
を
継
承
す
る
た
め
の

条
例
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　条
例
素
案
に
市
民
・
事
業
者
等

の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

ご
意
見
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　８
月
14
日
（
月
）
～

25
日
（
金
）

ご
意
見
を
提
出
で
き
る
人

　市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
す
る
人
、
市

内
で
事
業
を
営
む
法
人
お
よ
び
活

動
団
体
、
そ
の
他
本
市
に
対
し
納

税
義
務
を
有
す
る
人
。

条
例
（
素
案
）
の
公
表
・
閲
覧
方
法

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
環
境

保
全
課
※
平
日
の
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

ご
意
見
提
出
書
様
式

　環
境
保
全

課
に
て
配
布
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ご
意
見
提
出
方
法

　「
ご
意
見
提
出

書
様
式
」
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
、
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
左
記

に
提
出
く
だ
さ
い
。

【
郵
送
】
〒
９
０
１
‐
２
５
０
１

　

浦
添
市
安
波
茶
１
‐
１
‐
１

　浦

添
市
役
所

　環
境
保
全
課

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】（
８
７
６
）９
４
６
７（
環

境
保
全
課
あ
て
）

【
電
子
メ
ー
ル
】

envseisaku@
city.urasoe.lg.jp

ご
意
見
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　ご
意
見
に
関
す
る
個
別
の
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。
ご
意
見
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す

が
、
個
人
情
報
等
の
取
り
扱
い
に

は
十
分
注
意
し
、
個
人
が
特
定
で

き
る
よ
う
な
内
容
は
掲
載
し
ま
せ

ん
。
ま
た
、
掲
載
内
容
は
個
人
ま

た
は
法
人
等
の
権
利
利
益
を
害
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
等
、
公
表

す
る
こ
と
が
不
適
切
な
情
報
を
除

い
た
も
の
と
し
ま
す
。

■
児
童
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
募
集

保
育
課

　わ
ん
ぱ
く
係

（
内
線
３
６
２
４
）

　児
童
セ
ン
タ
ー
（
市
内
11
か
所
）

に
つ
い
て
、
平
成
30
年
４
月
１
日

（
日
）
か
ら
の
指
定
管
理
者
の
公
募

を
行
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象

　市
内
に
住
所
を
有
す
る
法

人
お
よ
び
団
体

期
間

　（
募
集
要
項
配
布
）
８
月
17

日
（
木
）
ま
で

※
説
明
会
を
８
月
17
日
（
木
）
午

後
３
時
か
ら
市
役
所
６
０
１
会
議

室
で
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
の
参

加
が
応
募
の
要
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
説
明
会
参
加
希
望
の
人
は
、

担
当
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
尚
寧

王
」
出
演
者
募
集
（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）

浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業
実

行
委
員
会 

事
務
局

文
化
課
（
内
線
６
２
１
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
７
８
）
１
４
８
７

　浦
添
よ
う
ど
れ
に
眠
る
琉
球
国

王
第
２
尚
氏
・
第
七
代
国
王
「
尚

寧
王
」
と
王
妃
と
の
愛
を
描
い
た

市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
歴
史
・
演
技
・

歌
唱
等
を
学
び
、
成
果
発
表
公
演

ま
で
行
い
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
日
時

９
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時

　

場
所

　中
央
公
民
館
分
館

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
詳
細
は
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
伝
え
ま
す
。

対
象

　市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

ま
た
は
市
補
助
金
交
付
団
体
（
文

化
協
会
・
こ
ど
も
文
化
連
盟
太
陽

樹
）
に
所
属
し
て
い
る
小
学
5
年

生
か
ら
一
般

　※
成
果
発
表
公
演

平
成
30
年
１
月
27
日
（
土
）・
28
日

（
日
）
に
出
演
で
き
る
人

参
加
料

　３
千
円

　※
催
事
保
険

料
含
む

申
込
方
法

　申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
）
も
し
く

は
所
定
の
申
込
用
紙
を
記
入
の
う

え
、
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
浦
添
市
役
所
1

階
総
合
受
付
、
文
化
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
し
込
み

　９
月
15
日
（
金
）
午

後
５
時
15
分
ま
で

■
第
４
回
浦
添
市
小
中
学
生

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
者
募
集

浦
添
市
文
化
芸
術
振
興
事
業
実

行
委
員
会 

事
務
局

文
化
課
（
内
線
６
２
１
１
）

審
査
部
門

　①
ピ
ア
ノ
部
門

　②

声
楽
部
門

　③
弦
楽
器
部
門

　④

管
打
楽
器
部
門

日
時

　▼
小
学
生
の
部
10
月
28
日

（
土
）
午
前
11
時
開
始

　▼
中
学
生
の

部
10
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
開
始

場
所

　て
だ
こ
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

対
象

　市
内
在
住
・
在
学
ま
た
は

浦
添
市
こ
ど
も
文
化
連
盟
太
陽
樹

に
所
属
の
小
学
１
年
生
か
ら
中
学

３
年
生

入
賞

　グ
ラ
ン
プ
リ
（
小
中
各
総

合
）・
優
秀
賞
（
各
部
門
）・
奨
励
賞

※
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
は
、
平
成

30
年
２
月
24
日
（
土
）
予
定
の
浦

添
市
民
音
楽
祭
に
出
演
し
ま
す
。

受
験
料

　個
人
５
０
０
円

　団
体

（
２
名
以
上
）
千
円

申
込
方
法

　申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
）
も
し
く

は
所
定
の
申
込
用
紙
を
記
入
の
う

え
、
事
務
局
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は

直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
浦
添
市
役
所
1

階
総
合
受
付
、
文
化
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
し
込
み

　９
月
15
日
（
金
）
午

後
5
時
15
分
ま
で
。

■
臨
時
職
員
募
集

職
員
課
人
事
係

（
内
線
２
０
６
１
）

募
集
職
種

【
資
格
を
要
し
な
い
も
の
】

一
般
事
務
、
建
築
職
、
土
木
職

【
資
格
を
要
す
る
も
の
】

保
育
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、
社
会

福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員

賃
金

　一
般
事
務
（
日
額
６
４
５

売却区分
番号 見積価額対象財産 公売

保証金

29-1-1

所在：糸満市字大度
　　  内間原 45 番１
地目：畑
地積：224 平方メートル

171万円 18万円

29-1-2

所在：沖縄市園田
　　  ２丁目 998 番 11
地目：山林
地積：85 平方メートル

67万円 7万円

■ 対象

▲ミュージカル  
「尚寧王」申込
フォーム

音楽コンクール
申込フォーム

▲個人用

▲団体用
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小
学
1
年
生
の
息
子
が
初
め
て
の
「
よ

い
こ
の
あ
ゆ
み
」
を
持
っ
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
あ
夏
休
み
。
宿
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
楽
し
む
時
は
楽
し
み
つ
つ
、
子
ど
も

の
頃
、
夏
休
み
終
盤
に
親
に
泣
き
つ
い
た

自
分
を
反
面
教
師
と
し
て
、
メ
リ
ハ
リ
を

大
事
に
子
ど
も
と
共
に
夏
休
み
を
楽
し
め

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
上
江
洲
）

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
夏
休
み
は
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始

ま
り
、
給
食
の
代
わ
り
の
お
弁
当
作
り
と

母
親
業
は
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
い

つ
か
こ
ん
な
日
々
が
懐
か
し
く
思
え
る
ん

だ
ろ
う
な
～
と
さ
み
し
く
感
じ
た
り
。
今

年
の
夏
も
子
ど
も
と
い
っ
ぱ
い
思
い
出
つ

く
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
　
　（

内
間
）

８
月
号
で
は
初
め
て
特
集
記
事
を
担
当

し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
年
金
と
い
う

言
葉
を
聞
い
て
も
流
し
て
し
ま
っ
て
い
た
私

で
す
が
、
初
め
て
年
金
に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
て
み
る
と
役
立
つ
情
報
が
た
く
さ
ん
見
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
伝
え
た
い
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
の
言
葉

や
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
す
が

こ
れ
か
ら
も
っ
と
読
み
た
く
な
る
広
報
う
ら

そ
え
を
作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
棚
原
）

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス

が
美
味
し
く
感
じ
る
暑
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
ね
。
私
は
キ
ラ
キ
ラ
光
る
き
れ
い

な
海
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
い
な
ぁ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、サ
ン
グ
ラ
ス
、

帽
子
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
持
っ
て
日
焼
け

対
策
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
！
海
で
夏
ら
し
く
な

い
格
好
で
歩
い
て
い
る
人
は
も
し
か
す
る
と

私
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）

 

（
當
銘
）

セ
ミ
の
鳴
き
声
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
急
に
背
中
に
く
っ
つ
い
て
甘

え
て
く
る
か
わ
い
い
や
つ
で
す
が
、
そ
れ
を

見
か
け
た
人
は
優
し
く
取
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
さ
て
、
皆
さ
ん
は
て
だ
こ
ま
つ
り
は

行
き
ま
し
た
か
？
今
年
は
40
周
年
で
、
い
つ

も
よ
り
若
干
豪
華
な
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
9
月
号
で
は
て
だ
こ
ま
つ
り
特
集
を

す
る
の
で
お
楽
し
み
に
！

　
　
　
　（

玉
城
）

６
円
）、建
築
職
お
よ
び
土
木
職
（
資

格
等
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、
保

育
士
（
日
額
９
０
０
０
円
※
短
時

間
勤
務
は
時
給
１
０
７
７
円
）、
保

健
師
（
日
額
９
３
５
１
円
）、
看
護

師
（
日
額
９
０
２
９
円
）、
社
会
福

祉
士
（
日
額
９
３
５
１
円
）、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
（
日
額
９
３
５

１
円
）
な
ど

任
用
期
間

　６
か
月
以
内
（
更
新

の
場
合
は
、
更
新
前
も
含
め
て
最

長
１
年
）

申
込
期
間

　随
時
受
付
※
応
募
さ

れ
て
も
欠
員
の
状
況
に
よ
り
採
用

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
写
真
を
貼
付
し
、

職
員
課
人
事
係
（
市
役
所
８
階
）

へ
提
出
ま
た
は
郵
送
。（
申
込
書
は

職
員
課
に
て
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

■
浦
添
市
母
子
生
活
支
援

施
設
「
浦
和
寮
」
指
定
管

理
者
の
公
募

児
童
家
庭
課
（
内
線
3
6
1
2
）

　平
成
30
年
４
月
か
ら
の
指
定
管

理
者
の
公
募
を
行
い
ま
す
。
募
集

要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
の
配
布
期
間

　８
月
10

日
（
木
）
～
24
日
（
木
）
ま
で
。

施
設
説
明
会

　８
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
※
参
加
は
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

関
係
機
関
か
ら
の

お
知
ら
せ
・
募
集

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
説
明
会
案
内

浦
添
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
（
８
７
５
）
１
７
０
１

　毎
月
５
日
、
15
日
は
、
シ
ル
バ
ー

会
員
入
会
説
明
会
で
す
。（
土
日
、

祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
開
催
）

８
月
の
説
明
会　

８
月
４
日
（
金
）、

15
日
（
火
）
午
前
10
時
～

場
所

　市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

会
員
条
件

　①
市
内
在
住
者
で
60

歳
以
上
②
働
く
意
欲
や
社
会
参
加

活
動
に
関
心
の
あ
る
人
③
健
康
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
求
め

て
い
る
人
等

年
間
入
会
説
明
会
の
情
報

http://urasoesjc.jp/m
em
ber/

■
糸
挽
き
見
学
会

う
ら
そ
え
織
協
同
組
合

☎
（
９
８
８
）
４
４
５
９

日
時

　８
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所

　浦
添
市
養
蚕
絹
織
物
施
設

サ
ン
・
シ
ル
ク
２
階

参
加
料

　無
料

※
当
日
は
見
学
の
み
。
事
前
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
事
業
主
向
け
雇
用
支
援

事
業

事
業
主
向
け

雇
用
支
援
事
業
事
務
局

☎
（
９
４
１
）
２
０
４
４

　沖
縄
県
で
は
国
や
県
が
行
っ
て

い
る
雇
用
に
関
す
る
助
成
金
等
、

正
社
員
化
、
求
人
に
つ
い
て
無
料

相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
、
電
話
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
相
談
日
時

　平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時

■
第
53
回
沖
縄
県
身
体
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

福
祉
給
付
課
（
内
線
3
5
6
5
）
、

浦
添
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

☎
（
８
７
９
）
７
５
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用

　沖
縄
県
身
体
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
の

体
力
の
維
持
・
増
強
や
社
会
参
加

促
進
の
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

開
催
日

　10
月
７
日
（
土
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

　

場
所

　沖
縄
県
総
合
運
動
公
園

開
催
競
技
等

　開
閉
式
、
陸
上
競

技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

※
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
卓
球
、
水
泳

競
技
は
別
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
大
会
前
に
、
選
手
た
ち
を
激
励

す
る
た
め
、
結
団
式
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

選
手
団
結
団
式

　10
月
４
日
（
水
）

午
後
７
時

場
所

　市
役
所
９
階
講
堂

■
会
っ
て
、
話
し
て
、
見
学

で
き
る
！
就
職
説
明
会
・
面

接
会
『
適
職
発
見
フ
ェ
ア
』

適
職
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

運
営
企
業
（
株
）
求
人
お
き
な
わ

☎
（
８
６
０
）
８
９
０
０

　仕
事
を
求
め
る
す
べ
て
の
人
が

積
極
採
用
企
業
と
出
会
え
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
業
界
や
地
域
に
特
化

し
た
就
職
説
明
・
面
接
会
を
全
10

回
開
催
し
ま
す
。（
９
月
～
平
成
30

年
２
月
ま
で
）

○
職
場
見
学
の
申
し
込
み
が
可
能

（
見
学
後
、応
募
の
判
断
は
自
由
で
す
）

○
未
経
験
・
無
資
格
か
ら
の
応
募

も
O
K
！

○
正
社
員
も
し
く
は
正
社
員
登
用

制
度
が
あ
る
契
約
社
員
の
募
集
が

主
で
す
。

http://jobm
atching.info

■
平
成
29
年
度
後
期
職
業

訓
練
生
募
集

沖
縄
県
立
浦
添
職
業
能
力
開
発
校

☎
（
８
７
９
）
２
５
６
０

訓
練
科
名

　ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
科

募
集
人
数

　25
人

訓
練
期
間

　６
か
月

募
集
期
間

　９
月
８
日
（
金
）
ま
で

※
授
業
料
無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
代
、
教
材
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
自
衛
官
等
募
集

自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部

　

那
覇
分
駐
所

　☎
（
８
６
３
）

５
２
８
０
（
昼
間
）

　自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
od.go.jp/gsdf/

jieikanbosyu/

■
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル

開
館
10
周
年
記
念
事
業

浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル

☎
（
９
４
２
）
４
３
６
０

【〈
第
３
弾
〉
ミ
シ
ェ
ル
・
ダ
ル
ベ

ル
ト

　ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
】

　パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
で
教
鞭

を
と
る
ミ
シ
ェ
ル
・
ダ
ル
ベ
ル
ト

が
沖
縄
で
初
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

日
時

　８
月
６
日
（
日
）
午
後
３

時
開
演

場
所

　て
だ
こ
ホ
ー
ル

　大
ホ
ー
ル

料
金

　Ｓ
席
…
４
千
円
、
Ａ
席
：

３
千
円
、
Ｂ
席
…
２
５
０
０
円
、

学
生
…
２
千
円

【〈
第
4
弾
〉
夏
休
み
親
子
わ
く
わ

く
自
由
研
究
！
２
０
１
７

　親
子

で
組
踊
博
士
を
目
指
そ
う
！
】

　組
踊
の
発
声
や
動
き
、
セ
リ
フ

を
体
験
し
、
字
幕
入
り
で
「
執
心

鐘
入
」
を
鑑
賞
し
よ
う
。
自
由
研

究
ノ
ー
ト
で
宿
題
も
完
了
！

日
時

　８
月
12
日
（
土
）
午
後
４

時
開
演

場
所

　て
だ
こ
ホ
ー
ル

　小
ホ
ー
ル

料
金

　一
般
・
千
円

　高
校
生
以

下
５
０
０
円

出
演

　石
川

　直
也
氏
、
浦
添
市

文
化
協
会
組
踊
部
会

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
浦
添
市

て
だ
こ
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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小
学
1
年
生
の
息
子
が
初
め
て
の
「
よ

い
こ
の
あ
ゆ
み
」
を
持
っ
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
あ
夏
休
み
。
宿
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
楽
し
む
時
は
楽
し
み
つ
つ
、
子
ど
も

の
頃
、
夏
休
み
終
盤
に
親
に
泣
き
つ
い
た

自
分
を
反
面
教
師
と
し
て
、
メ
リ
ハ
リ
を

大
事
に
子
ど
も
と
共
に
夏
休
み
を
楽
し
め

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
上
江
洲
）

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
夏
休
み
は
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始

ま
り
、
給
食
の
代
わ
り
の
お
弁
当
作
り
と

母
親
業
は
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
い

つ
か
こ
ん
な
日
々
が
懐
か
し
く
思
え
る
ん

だ
ろ
う
な
～
と
さ
み
し
く
感
じ
た
り
。
今

年
の
夏
も
子
ど
も
と
い
っ
ぱ
い
思
い
出
つ

く
り
た
い
と
思
い
ま
す
！

　
　
　（

内
間
）

８
月
号
で
は
初
め
て
特
集
記
事
を
担
当

し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
年
金
と
い
う

言
葉
を
聞
い
て
も
流
し
て
し
ま
っ
て
い
た
私

で
す
が
、
初
め
て
年
金
に
つ
い
て
詳
し
く
調

べ
て
み
る
と
役
立
つ
情
報
が
た
く
さ
ん
見
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
伝
え
た
い
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
た
め
の
言
葉

や
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
こ
と
が
と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
。
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
す
が

こ
れ
か
ら
も
っ
と
読
み
た
く
な
る
広
報
う
ら

そ
え
を
作
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
棚
原
）

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス

が
美
味
し
く
感
じ
る
暑
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
ね
。
私
は
キ
ラ
キ
ラ
光
る
き
れ
い

な
海
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
し
た
い
な
ぁ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、サ
ン
グ
ラ
ス
、

帽
子
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
持
っ
て
日
焼
け

対
策
は
バ
ッ
チ
リ
で
す
！
海
で
夏
ら
し
く
な

い
格
好
で
歩
い
て
い
る
人
は
も
し
か
す
る
と

私
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）

 

（
當
銘
）

セ
ミ
の
鳴
き
声
が
強
く
な
っ
て
き
ま
し

た
ね
。
急
に
背
中
に
く
っ
つ
い
て
甘

え
て
く
る
か
わ
い
い
や
つ
で
す
が
、
そ
れ
を

見
か
け
た
人
は
優
し
く
取
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。
さ
て
、
皆
さ
ん
は
て
だ
こ
ま
つ
り
は

行
き
ま
し
た
か
？
今
年
は
40
周
年
で
、
い
つ

も
よ
り
若
干
豪
華
な
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
9
月
号
で
は
て
だ
こ
ま
つ
り
特
集
を

す
る
の
で
お
楽
し
み
に
！

　
　
　
　（

玉
城
）

６
円
）、建
築
職
お
よ
び
土
木
職
（
資

格
等
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
）、
保

育
士
（
日
額
９
０
０
０
円
※
短
時

間
勤
務
は
時
給
１
０
７
７
円
）、
保

健
師
（
日
額
９
３
５
１
円
）、
看
護

師
（
日
額
９
０
２
９
円
）、
社
会
福

祉
士
（
日
額
９
３
５
１
円
）、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
（
日
額
９
３
５

１
円
）
な
ど

任
用
期
間

　６
か
月
以
内
（
更
新

の
場
合
は
、
更
新
前
も
含
め
て
最

長
１
年
）

申
込
期
間

　随
時
受
付
※
応
募
さ

れ
て
も
欠
員
の
状
況
に
よ
り
採
用

さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
、
写
真
を
貼
付
し
、

職
員
課
人
事
係
（
市
役
所
８
階
）

へ
提
出
ま
た
は
郵
送
。（
申
込
書
は

職
員
課
に
て
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

■
浦
添
市
母
子
生
活
支
援

施
設
「
浦
和
寮
」
指
定
管

理
者
の
公
募

児
童
家
庭
課
（
内
線
3
6
1
2
）

　平
成
30
年
４
月
か
ら
の
指
定
管

理
者
の
公
募
を
行
い
ま
す
。
募
集

要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
の
配
布
期
間

　８
月
10

日
（
木
）
～
24
日
（
木
）
ま
で
。

施
設
説
明
会

　８
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
※
参
加
は
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

関
係
機
関
か
ら
の

お
知
ら
せ
・
募
集

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
入
会
説
明
会
案
内

浦
添
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
（
８
７
５
）
１
７
０
１

　毎
月
５
日
、
15
日
は
、
シ
ル
バ
ー

会
員
入
会
説
明
会
で
す
。（
土
日
、

祝
日
の
場
合
は
そ
の
前
日
開
催
）

８
月
の
説
明
会　

８
月
４
日
（
金
）、

15
日
（
火
）
午
前
10
時
～

場
所

　市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

会
員
条
件

　①
市
内
在
住
者
で
60

歳
以
上
②
働
く
意
欲
や
社
会
参
加

活
動
に
関
心
の
あ
る
人
③
健
康
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
求
め

て
い
る
人
等

年
間
入
会
説
明
会
の
情
報

http://urasoesjc.jp/m
em
ber/

■
糸
挽
き
見
学
会

う
ら
そ
え
織
協
同
組
合

☎
（
９
８
８
）
４
４
５
９

日
時

　８
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所

　浦
添
市
養
蚕
絹
織
物
施
設

サ
ン
・
シ
ル
ク
２
階

参
加
料

　無
料

※
当
日
は
見
学
の
み
。
事
前
予
約

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
事
業
主
向
け
雇
用
支
援

事
業

事
業
主
向
け

雇
用
支
援
事
業
事
務
局

☎
（
９
４
１
）
２
０
４
４

　沖
縄
県
で
は
国
や
県
が
行
っ
て

い
る
雇
用
に
関
す
る
助
成
金
等
、

正
社
員
化
、
求
人
に
つ
い
て
無
料

相
談
、
セ
ミ
ナ
ー
、
電
話
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
相
談
日
時

　平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時

■
第
53
回
沖
縄
県
身
体
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

福
祉
給
付
課
（
内
線
3
5
6
5
）
、

浦
添
市
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

☎
（
８
７
９
）
７
５
６
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用

　沖
縄
県
身
体
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
障
が
い
を
持
つ
人
の

体
力
の
維
持
・
増
強
や
社
会
参
加

促
進
の
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

開
催
日

　10
月
７
日
（
土
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時

　

場
所

　沖
縄
県
総
合
運
動
公
園

開
催
競
技
等

　開
閉
式
、
陸
上
競

技
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

※
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
卓
球
、
水
泳

競
技
は
別
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
大
会
前
に
、
選
手
た
ち
を
激
励

す
る
た
め
、
結
団
式
を
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

選
手
団
結
団
式

　10
月
４
日
（
水
）

午
後
７
時

場
所

　市
役
所
９
階
講
堂

■
会
っ
て
、
話
し
て
、
見
学

で
き
る
！
就
職
説
明
会
・
面

接
会
『
適
職
発
見
フ
ェ
ア
』

適
職
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局

　

運
営
企
業
（
株
）
求
人
お
き
な
わ

☎
（
８
６
０
）
８
９
０
０

　仕
事
を
求
め
る
す
べ
て
の
人
が

積
極
採
用
企
業
と
出
会
え
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
業
界
や
地
域
に
特
化

し
た
就
職
説
明
・
面
接
会
を
全
10

回
開
催
し
ま
す
。（
９
月
～
平
成
30

年
２
月
ま
で
）

○
職
場
見
学
の
申
し
込
み
が
可
能

（
見
学
後
、応
募
の
判
断
は
自
由
で
す
）

○
未
経
験
・
無
資
格
か
ら
の
応
募

も
O
K
！

○
正
社
員
も
し
く
は
正
社
員
登
用

制
度
が
あ
る
契
約
社
員
の
募
集
が

主
で
す
。

http://jobm
atching.info

■
平
成
29
年
度
後
期
職
業

訓
練
生
募
集

沖
縄
県
立
浦
添
職
業
能
力
開
発
校

☎
（
８
７
９
）
２
５
６
０

訓
練
科
名

　ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
科

募
集
人
数

　25
人

訓
練
期
間

　６
か
月

募
集
期
間

　９
月
８
日
（
金
）
ま
で

※
授
業
料
無
料
（
但
し
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
代
、
教
材
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
自
衛
官
等
募
集

自
衛
隊
沖
縄
地
方
協
力
本
部

　

那
覇
分
駐
所

　☎
（
８
６
３
）

５
２
８
０
（
昼
間
）

　自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
od.go.jp/gsdf/

jieikanbosyu/

■
浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル

開
館
10
周
年
記
念
事
業

浦
添
市
て
だ
こ
ホ
ー
ル

☎
（
９
４
２
）
４
３
６
０

【〈
第
３
弾
〉
ミ
シ
ェ
ル
・
ダ
ル
ベ

ル
ト

　ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
】

　パ
リ
国
立
高
等
音
楽
院
で
教
鞭

を
と
る
ミ
シ
ェ
ル
・
ダ
ル
ベ
ル
ト

が
沖
縄
で
初
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

日
時

　８
月
６
日
（
日
）
午
後
３

時
開
演

場
所

　て
だ
こ
ホ
ー
ル

　大
ホ
ー
ル

料
金

　Ｓ
席
…
４
千
円
、
Ａ
席
：

３
千
円
、
Ｂ
席
…
２
５
０
０
円
、

学
生
…
２
千
円

【〈
第
4
弾
〉
夏
休
み
親
子
わ
く
わ

く
自
由
研
究
！
２
０
１
７

　親
子

で
組
踊
博
士
を
目
指
そ
う
！
】

　組
踊
の
発
声
や
動
き
、
セ
リ
フ

を
体
験
し
、
字
幕
入
り
で
「
執
心

鐘
入
」
を
鑑
賞
し
よ
う
。
自
由
研

究
ノ
ー
ト
で
宿
題
も
完
了
！

日
時

　８
月
12
日
（
土
）
午
後
４

時
開
演

場
所

　て
だ
こ
ホ
ー
ル

　小
ホ
ー
ル

料
金

　一
般
・
千
円

　高
校
生
以

下
５
０
０
円

出
演

　石
川

　直
也
氏
、
浦
添
市

文
化
協
会
組
踊
部
会

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
浦
添
市

て
だ
こ
ホ
ー
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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見
や

す
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

フ
ォ

ン
ト

を
採

用
し

て
い

ま
す

。
発

行
／

浦
添

市
  〒

9
0

1
-2

5
0

1
　

沖
縄

県
浦

添
市

安
波

茶
1

-1
-1

  編
集

　
 ／

国
際

交
流

課
（

代
）
☎

8
7

6
-12

3
4（

内
線

2
613･2

614
）

　
印

刷
／

文
進

印
刷

株
式

会
社

こ
の

印
刷

物
は

地
球

環
境

に
優

し
い

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
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成人式振袖レンタル好評受付中！

エリスリーナ西原ヒルズガーデン振袖サロン

2018年度

振袖展示会場（予約制）

西原町字津花波431番地
代表TEL.098-946-5555 直通TEL.090-6421-3093

振袖展示会場（予約制）

49,800円49,800円
振袖レンタル

振袖ご成約の方は

18,000円！18,000円！

当日着付け

ががヘアメイク

卒業式袴レンタル

＋＋
＋＋

よりどり選び放題！

かしこい住宅建て替えの
ご提案




